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100周年おめでとう、山口線
JR山口線全線開通100周年記念特集

JR山口線とSLやまぐち号の軌跡
2023年4月、JR山口線が小郡駅（現・新山口駅）から益田駅までの

全線を開通して100周年を迎えました。

今や山口市民の暮らしの足としてだけでなく、

観光にも欠かせない交通手段として

多くのひとたちに愛される山口線の、

敷設されるまでの道のりや、

全線開通から100年の歩みを振り返ります。

JR山口線全線開通100周年記念特集

JR山口線とSLやまぐち号の軌跡
■【マンガ】山口鉄道ものがたり̶̶̶̶̶̶̶ 2

■ JR Yamaguchi Line History ❶̶̶̶̶̶ 4
　幻の鉄道を経て、JR山口線が誕生。

■ JR Yamaguchi Line History ❷̶̶̶̶̶ 6
　交通・輸送手段から、観光も支える存在に。

■ JR山口線大解剖！̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 8

■山口線沿線のおすすめスポット̶̶̶̶̶̶ 10

■山口線ゆかりのいろいろ。̶̶̶̶̶̶̶̶ 12

特集2

山口市はアートなしにしてならず！？
アートのまち、山口市。

■【マンガ】山口市に息づくアート̶̶̶̶̶̶ 13

■山口市のアート Part １̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 16
　歴史的建造物から現代アートまで。

■山口市のアート Part 2  ̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 18
　山口市のアート拠点「YCAM」。

■山口市のアート Part 3 ̶̶̶̶̶̶̶̶̶ 20
　めぐってみよう！山口市アートmap

特集3

湯田温泉の「実は○○」なお話。̶̶ 22

YAMAGUCHI CITY TIMES ̶̶̶̶ 24

■ 2024年2月、中原中也記念館が
　開館30周年を迎えます。

■山口の幕末が学べる十朋亭維新館が
2023年9月に開館5周年！

■常栄寺所有の絵画が
　国の重要文化財に指定へ

レノファ山口ホームゲーム情報

ふるさと納税のご案内

プレゼントクイズ

「彩都山口」のWeb版はコチラから。
https://sight-yamaguchi.jp/
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日
本
の
鉄
道
の
歴
史
は
明
治
5
年
、

新
橋
―
横
浜
間
の
開
通
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

山
陽
鉄
道
を
含ふ

く

む
全
国
の
鉄
道
は
、

そ
の
後
も
開
設
・
延え

ん

伸し
ん

を
重
ね
、

鉄
道
は
人
々
に
と
っ
て
徐じ

ょ

々じ
ょ

に

身
近
な
存そ

ん

在ざ
い

と
な
っ
て
い
き
ま
し
た

竹
兵
衛
は
山
口
―
小
郡
間
の

鉄
道
敷ふ

設せ
つ

運
動
を
展
開
し
ま
し
た

明
治
40
年
、

当
時
の
※

山
口
町
旅
館
業
者
の

最
有
力
者
で
あ
っ
た

中
村
竹
兵
衛
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た

明
治
43
年
１
月
、

山
口
県
吉よ

し
き敷

郡（
現
・
山
口
市
）、

島
根
県
鹿か

の

足あ
し

郡（
現
津つ

和わ

野の

町
・
吉よ

し

賀か

町
）

美み

濃の

郡（
現
・
益ま

す

田だ

市
）の

各
町
村
長
ら
が
連れ

ん

携け
い

し
、

首
相
の
桂
太
郎
、

鉄
道
院
総そ

う

裁さ
い

の

後
藤
新
平
ら
に

山
陰
縦
貫
鉄
道
敷
設
の

請せ
い

願が
ん

書し
ょ

を

提
出
し
て
い
た
の
で
す

し
か
し
、鉄
道
敷
設
に
は

莫ば
く

大だ
い

な
資
金
と
土
地
が
必
要
。

山
口
町
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
の
は

夢
の
ま
た
夢
と
思
わ
れ
た
の
で
す

そ
ん
な
時
、

竹
兵
衛
の
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、

比ひ

較か
く

的て
き

安
価
に
建
設
で
き
る

軽
便
鉄
道
で
し
た

明
治
40
年
、竹
兵
衛
は

地
元
の
有
志
を
募つ

の

り
、

軽
便
鉄
道
の
敷
設
を
呼
び
か
け

こ
う
し
て
誕た

ん

生じ
ょ
うし

た
山
口
線
は
、

こ
こ
か
ら
新
駅
の
開
業
や

延
伸
を
繰く

り
返
し
な
が
ら

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻き

ざ

み
ま
す

そ
し
て
、

鉄
道
が
な
い
時
代
に

山
口
の
人
々
の
足
と
な
っ
た

軽
便
鉄
道
は

わ
ず
か
４
年
あ
ま
り
で

廃は
い

止し

に
な
っ
た
の
で
す

軽
便
鉄
道
は
、

今
も「
幻

ま
ぼ
ろ
しの

鉄
道
」と
し
て

語
り
継つ

が
れ
て
い
ま
す

鉄
道
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
変へ

ん

革か
く

は

交
通
だ
け
に
は
留
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
、モ
ノ
、お
金
、文
化
…
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
行
き
交
う
こ
と
で

ま
ち
に
発は

っ

展て
ん

を
も
た
ら
し
た
の
で
す

明
治
41
年
、

軽
便
鉄
道
は
、

小
郡
新
町
―
湯
田
間
が
開
通
、

そ
の
後
、延
伸
さ
れ
、

明
治
43
年
に
は

小
郡
―
山
口
間
が
開
通

明
治
44
年
、

山
陰
縦
貫
鉄
道
の
実
現
に
向
け
、

小
郡
に
鉄
道
院
建
設
部
の

小
郡
派
出
所
が
開
設
。

翌よ
く

月げ
つ

か
ら

山
口
線
小
郡
―
山
口
間
の
測
量
が

始
ま
り
ま
し
た

町
の
人
々
の
念ね

ん

願が
ん

が
叶か

な

い
、

よ
う
や
く
走
り
出
し
た

軽
便
鉄
道
で
す
が
、

一
方
で
、違ち

が

う
計
画
が

進
ん
で
い
ま
し
た

明
治
30
年
に
は
つ
い
に

山
口
県
に
も
鉄
道
が
登
場
。

山
口
県
初
の
鉄
道
は
、山
陽
鉄
道
の

広
島
―
徳
山
間
で
し
た

山
口
に
も

鉄
道
を

つ
く
ろ
う
じ
ゃ

な
い
か
！

う
ち
の
傘さ

ん

下か

に

入
り
ま
せ
ん
か
？

み
ん
な
、

山
陽
鉄
道
に
は
お
よ
ば
ぬ
が
、

山
口
町
に
も
鉄
道
が
通
る
ぞ
！

湯
田
か
ら

山
口
に
延
び
て
、

ま
す
ま
す

便
利
に

な
っ
た
な
あ

山
陰

縦じ
ゅ
う

貫か
ん

鉄
道
を

つ
く
っ
て

く
だ
さ
い
！

よ
し
！

み
な
の
願
い
に
応
え
よ
う
！

山
陰
縦
貫
鉄
道
を

敷
設
す
る
ぞ
！

山
口
線
、

バ
ン
ザ
ー
イ
！

軽
便
鉄
道
は
、

山
口
線
の

前
身
と
も
言
え
る
存
在
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら

も
っ
と
詳く

わ

し
く

ご
紹
介
し
ま
す
！

ありがとう！
軽便鉄道！

な
ん
と
…

山
口
に

つ
い
に
鉄
道
が
走
る
の
か
…

鉄
道
が
無
理
な
ら
、

幅は
ば

の
狭せ

ま

い
線
路
に
小
型
機
関
車
を
走
ら
せ
る

軽
便
鉄
道
を
つ
く
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
！

こ
れ
か
ら
は
鉄
道
の
時
代
じ
ゃ
！

し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
資
金
は

足
り
ま
せ
ん
…
。

資
金
に
困こ

ま

っ
た

竹
兵
衛
た
ち
に

手
を
差
し
伸の

べ
た
の
が

全
国
8
つ
の

軽
便
鉄
道
か
ら
成
る

「
大
日
本
軌
道
鉄
道
」

で
し
た

明治41年7月、
大日本軌道鉄道山口支社が誕生！

大正２年、
山口線小郡―山口間が開業

※この物語は史実をもとにしたフィクションです。 ※山口町と吉敷村の合併により、昭和4年4月10日に市制が施行され山口市となりました。
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幻
の
鉄
道
を
経
て
、

J
R
山
口
線
が
誕
生
。

た
ん　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う

ま
ぼ
ろ
し わ

ず
か
25
年
の
間
に
、

全
国
に
広
が
っ
た
鉄
道
網も

う

日
本
に
初
め
て
鉄
道
が
で
き
た
の
は
明
治
5

（
1
8
7
2
）年
。
新
橋
―
横
浜
間
を
皮
切
り
に

各
地
に
て
敷ふ

設せ
つ

が
進
み
、明
治
末
期
に
は
ほ
ぼ

全
国
に
鉄
道
網
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
急
速

な
鉄
道
敷
設
の
背は

い

景け
い

に
は
、鉄
道
を
媒ば

い

介か
い

に
政

治
制
度
の
全
国
的
統
一
や
軍
事
力
の
強
化
な
ど

を
推お

し
進
め
た
い
と
い
う
、新
政
府
の
思お

も

惑わ
く

が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

山
口
県
に
鉄
道
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、

明
治
30（
1
8
9
7
）年
の
こ
と
。
広
島
―
徳
山

間
を
結
ぶ
山
陽
鉄
道
で
し
た
。
そ
の
後
、山
陽

鉄
道
は
、三
田
尻（
現
・
防
府
）、厚
狭
と
延の

び
続

け
、最
終
的
に
は
馬
関（
現
・
下
関
）ま
で
到と

う

達た
つ

。

山
口
県
に
限
ら
ず
、全
国
各
地
の
停
車
駅
が
あ

る
地ち

域い
き

で
は
、人
だ
け
で
な
く
、物
も
文
化
も

往
来
し
、ど
ん
ど
ん
栄
え
て
い
き
ま
し
た
。

鉄
道
の
重
要
性
を
知
り

山
口
で
も
敷
設
運
動
が

鉄
道
が
走
る
ま
ち
が
栄
え
て
い
く
様
子
を
見

て
、「
山
口
に
も
鉄
道
を
!
」と
立
ち
上
が
っ
た

の
が
、
山
口
町
旅
館
業
者
の
有
力
者
・
中
村
竹

兵
衛
で
し
た
。
竹
兵
衛
は
す
ぐ
に
山
口
鉄
道
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、山
陽
鉄
道
に
つ
な
が
る
鉄

道
の
敷
設
を
模も

索さ
く

し
始
め
ま
す
。
し
か
し
、鉄

道
敷
設
に
は
莫ば

く

大だ
い

な
費
用
と
広
大
な
土
地
が
必

要
。
そ
こ
で
、竹
兵
衛
ら
委
員
会
が
目
を
つ
け

た
の
が
、幅は

ば

の
狭せ

ま

い
線
路
に
小
型
機
関
車
を
走

行
さ
せ
る「
軽け

い

便べ
ん

鉄て
つ

道ど
う

」で
し
た
。

軽
便
鉄
道
と
言
え
ど
も

費
用
は
足
り
ず
…
。

大
日
本
軌き

道ど
う

の
傘さ

ん

下か

に

竹
兵
衛
ら
は
明
治
40（
1
9
0
7
）年
に「
山

口
軌
道
株
式
会
社
」を
設
立
し
ま
し
た
が
、こ

こ
で
も
ま
た
資
金
不
足
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、翌よ

く

年
に
は
甲こ

う

州し
ゅ
う

出
身
の
資
本
家
・
雨
宮

敬
次
郎
が
経
営
す
る
全
国
の
軌
道
8
社
か
ら
成

る「
大
日
本
軌
道
株
式

会
社
」の
傘
下
に
入
る

こ
と
を
決
め
た
の
で

し
た
。
こ
れ
に
よ
り

軽
便
鉄
道
会
社「
大

日
本
軌
道
株
式
会
社
」

山
口
支
社
が
誕
生
し
、

明
治
41（
1
9
0
8
）

年
に
小
郡
新
町
―
湯

田
間
が
開
通
、
そ
の
後
、
明
治
43（
1
9
1
0
）

年
に
小
郡
―
山
口
間
が
開
通
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
―
小
郡
間
を
1
日
16
往
復
!

山
口
の
人
々
が
歓か

ん

喜き

し
た
初
の
鉄
道

明
治
43（
1
9
1
0
）年
、よ
う
や
く
山
口
―

小
郡
間
で
開
通
し
た
念
願
の
軽
便
鉄
道
は
、約

1
時
間
を
か
け
て
山
口
駅
と
小
郡
駅
を
結
び

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
石
州
街
道
に
沿そ

う
よ
う

に
敷
設
さ
れ
、ま
ち
並な

み
の
部
分
の
み
避さ

け
る

よ
う
に
別
の
ル
ー
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
開
業

当
初
は
1
日
7
往
復
で
し
た
が
、後
に
16
往
復

に
増
便
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、ま
ち
の
人
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手し

ゅ

段だ
ん

と
し
て
定
着
し

て
い
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え

ま
す
。

自
由
に
乗
り
降お

り
す
る
学
生
た
ち
、

運
転
手
に
憧あ

こ
が

れ
る
子
ど
も
た
ち

軽
便
鉄
道
を
走
っ
て
い
た
の
は
、俗ぞ

く

に「
へ
っ

つ
い（
か
ま
ど
の
意
味
）」機
関
車
と
呼よ

ば
れ
る

低
重
心
小
型
機
関
車
で
、主
に
雨
宮
鉄
工
所（
現

在
は
廃は

い

業
）や
石
川
島
造
船
所（
I
H
I
）で
製

造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
停
車
場
も
時じ

刻こ
く

表
も
定

め
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、手
を
挙
げ
る
と
他

の
場
所
で
も
停
ま
っ
て
く
れ
、乗
車
で
き
て
い

た
よ
う
で
す
。
現
在
の
鉄
道
と
は
異こ

と

な
り
、元

気
な
学
生
が
途と

ち
ゅ
う中

で
飛
び
乗
っ
た
り
、飛
び
降

り
た
り
す
る
光
景
も
見
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、軽
便
鉄
道
の
運
転
士
は
当
時
の
子
ど
も
た

ち
の
憧
れ
の
的
だ
っ
た
と
か
。
人
々
の
暮く

ら
し

を
変
え
、子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
影え

い
き
ょ
う響

を
与あ

た

え
た
軽
便
鉄
道
。
し
か
し
、わ
ず
か
4
年
余
り

で
廃
線
を
迎む

か

え
ま
す
。

明
治
43
年
、山
口
―
小
郡
間
に

鉄
道
敷
設
が
決
定
!

幕ま
く

を
閉と

じ
た
軽
便
鉄
道

多
く
の
人
々
の
希
望
を
背せ

負お

い
山
口
の
ま

ち
を
駆か

け
抜ぬ

け
た
軽
便
鉄
道
で
す
が
、明
治
43

（
1
9
1
0
）年
、島
根
県
の
出
雲
今
市（
現
・
出

雲
市
）―
小
郡
間
を
つ
な
ぐ
山さ

ん

陰い
ん

縦じ
ゅ
う

貫か
ん

鉄
道
の

敷
設
案
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
そ
の
運
命
は

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
山
陰
縦
貫
鉄
道
敷
設
計

画
は
あ
っ
と
い
う
間
に
動
き
出
し
、同
年
12
月

に
は
、山
口
線
小
郡
―
山
口
間
を
敷
設
し
て
同

鉄
道
に
編
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

翌
年
4
月
に
は
小
郡
に
鉄
道
院
建
設
部
の
小
郡

派は

出し
ゅ
つ

所し
ょ

が
開
設
さ
れ
、そ
の
翌
月
か
ら
測
量
が

ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、小
郡
方
面
か
ら
工
事
が

開
始
さ
れ
、大
正
2（
1
9
1
3
）年
2
月
、山
口

線
小
郡
―
山
口
間
は
つ
い
に
開
業
に
至い

た

り
ま
す
。

J
R
山
口
線
が
誕た

ん

生じ
ょ
う

す
る
以
前
、山
口
に
は
た
っ
た
4
年
し
か
存そ

ん

在ざ
い

し
な
か
っ
た

「
幻

ま
ぼ
ろ
し

の
鉄
道
」が
あ
り
ま
し
た
。ま
ず
は
そ
の「
幻
の
鉄
道
」の
物
語
か
ら
紐ひ

も

解と

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山口軽便鉄道の敷設区間の一部が、
陸軍省の行軍道路に重なっていまし
た。使用許可を得るために陳

ちん

情
じょう

した
相手は、当時の陸軍大臣・寺内正毅。
山口出身の寺内正毅は、すぐに使用
を認めました。

明
治
30
年
〜
大
正
2
年

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
33（
1
9
0
0
）年

12
月
3
日

山
陽
鉄
道
が
三
田
尻
―
厚
狭
間
を
延
伸
し
、

小
郡（
現
・
新
山
口
）駅
が
開
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
40（
1
9
0
7
）年

12
月

山
口
町
旅
館
業
者
の
最
有
力
者
・
中
村
竹
兵
衛

が
地
元
の
有
志
を
募
っ
て
山
口
軌
道
株
式
会

社
を
設
立

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
41（
1
9
0
8
）年

7
月

軽
便
鉄
道
会
社「
大
日
本
軌
道
株
式
会
社
」

が
山
口
軌
道
株
式
会
社
を
併
合
し
、山
口
支

社
を
設
立

10
月
15
日

新
町（
山
口
市
小
郡
新
町
）―
湯
田
間
で
軽

便
鉄
道
線
を
開
業

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
43（
1
9
1
0
）年

11
月
16
日

大
日
本
軌
道
の
小
郡
―
山
口
間
の
軽
便
鉄
道

線
が
完
成
。
こ
れ
に
よ
り
全
線
開
通
と
な
る

12
月
15
日

山
口
線
小
郡
―
山
口
間
を
敷
設
し
、山
陰
本

線
へ
の
編
入
が
決
定

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
44（
1
9
1
1
）年

4
月
14
日

山
口
線
敷
設
に
向
け
、小
郡
に
鉄
道
院
建
設

部
の
小
郡
派
出
所
を
開
設

5
月

山
口
線
小
郡
―
山
口
間
の
測
量
が
ス
タ
ー
ト

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

明
治
45（
1
9
1
2
）年

3
月

鉄
道
院
が
小
郡
方
面
か
ら

山
口
線
敷
設
工
事
を
開
始

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
正
2（
1
9
1
3
）年

1
月

山
口
線
山
口
―
篠
目
間
の
工
事
、田
代
ト
ン
ネ

ル（
仁
保
―
篠
目
間
）の
掘
削
が
開
始
さ
れ
る

2
月
20
日

山
口
線
の
小
郡
―
山
口
間
が
開
業
。
大
歳
、

湯
田（
現
・
湯
田
温
泉
）、山
口
の
各
駅
が
開
業

山
口
線
の
開
業
に
伴
い
、

大
日
本
軌
道
の
軽
便
鉄
道
は

廃
止（
7
月
に
免
許
失
効
）

JR Yamaguchi Line 

History  1  

 開通した山口市の軽便鉄道 
（提供：山口市歴史民

みん

俗
ぞく

資料館）

出典：国立国会図書館「近代日本人の肖像」 （https://www.ndl.go.jp/portrait/）

嘉
か

永
えい

5（1852）年～大正8（1919）年。吉
よ し き

敷郡平川村（現・山口市）生まれ。
第1次桂

かつら

内閣、第1次西園寺内閣、第2次桂内閣で陸軍大臣を務める。
大正5（1916）年に内閣総理大臣に就

しゅう

任
にん

（任期1年）。満67歳
さい

で亡
な

くなった。

【防府】 防石鉄道
防府市から山口市徳地堀

ほり

まで12駅
を有した軽便鉄道。JR防府駅西側
の高

こう

架
か

線
せん

脇
わき

には、現在も当時の車
両が保存されています。

【宇部】船木軽便鉄道
　　　 （略称：船

せ ん

鉄
て つ

）
社名の「船木」は、旧楠

くすのきちょう

町（2004
年11月に宇部市と合

がっ

併
ぺい

）の中心市
街地が由来。宇部駅から吉部まで
13駅を有しました。

【下関】 長門鉄道
豊
とよ

浦
うら

郡
ぐん

小月村（現・下関市小月）か
ら同郡西市村（現・下関市豊田町
西市）まで12駅を有した軽便鉄道。
2021年9月、当時の蒸

じょう

気
き

機関車（通
称「長門ポッポ」）が74年ぶりに帰

き

還
かん

し、道の駅「蛍街道西ノ市」にてその
姿
すがた

を見ることができます。

【下松】 下工弁
べ ん

慶
け い

号
下松市で保存されている「下工弁
慶号」は、走行可能な状態で現

げん

存
ぞん

する軽便鉄道用蒸気機関車として
は日本最古。現在、下松市役所グ
リーンプラザ展示格納庫に展示され
ています。

【山口県の軽便鉄道】 明治から昭和にかけて、人々の足となり、地
ち

域
いき

の発
はっ

展
てん

に貢
こう

献
けん

した軽便鉄道。
山口県内では山口市以外の地域にも軽便鉄道は存在しました。

新
た
に
誕
生
し
た
山
口
線
に
バ
ト
ン
を
わ
た
す

形
で
、大
日
本
軌
道
の
軽
便
鉄
道
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
存
在
期
間
は
わ
ず
か
4
年
あ
ま
り
、

こ
れ
が「
幻
の
鉄
道
」と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
。

【陸軍大臣 寺内正まさ毅たけ】

軽便鉄道敷
設を

サポート！

さ
らっと
お
さ
らい
！

山
口
線
歴
史
年
表
1

こ
こ
で
誕
生
し
た
の
は「
二
代
目
山

口
駅
」。
延
伸
前
は「
亀
山
駅
」が「
山

口
駅
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。つ
ま

り
、名
称
だ
け
で
い
え
ば
、現
在
の「
山

口
駅
」は
3
代
目
と
い
う
こ
と
に
！

山
口
県
吉
敷
郡（
現
・
山
口
市
）、島
根
県

鹿
足
郡（
現
・
津
和
野
町
、現
・
吉
賀
町
）・

美
濃
郡（
現
・
益
田
市
）の
各
町
村
長
ら

に
よ
り
、
山
陰
縦
貫
鉄
道（
山
陰
本
線
）

敷
設
が
請
願
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
は
大
日
本
軌
道
の

小
郡
ー
山
口
間
の
東
側

を
並
行
す
る
形
で
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

開
業
当
時
の
山
口
線

（
小
郡
―
山
口
間
）は
、

1
日
8
往
復
で

所
要
時
間
35
分
！

目指せ！ 軽便鉄道マニア！？

山口駅

湯田温泉駅

矢原駅

大歳 駅

仁保津駅

上郷駅

軽便鉄道

現在のJR山口線

周防下郷駅

新山口駅
小郡

津
つ

市
い ち

新町

仁
に

保
ほ

津
づ

和田橋

大
お お

歳
と し

湯田

讃
さ な

井
い

亀
か め

山
や ま

山口

【軽便鉄道 路線図】
軽便鉄道は全長12.915km、停車駅・
停留所が全部で10箇所ありました。

開設当時、「山口駅」と呼
ばれていましたが、その後、
延
えん

伸
しん

され、新たに山口駅が
誕生したことで、「亀山駅」
に改称されました。つまり、
「初代山口駅」ということ
になります。

◀一の坂交通交流広場付近

▲下湯田公会堂付近

▲松田屋ホテル付近

▲椹野川と吉敷川の
　分岐点近くに残る
　和田橋付近

※写真は当時の駅・停留所が
　あったとされる場所の現在の様子です

現在の和田橋▶

▼中国電力山口支店付近
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交
通・輸
送
手
段
か
ら
、

観
光
も
支
え
る
存
在
に
。 大

正
2
年
〜
令
和
5
年

さ
らっと
お
さ
らい
！

山
口
線
歴
史
年
表
2

山
口
線
は
ど
ん
ど
ん
延え

ん

伸し
ん

!

大
正
12
年
に
全
線
が
開
通

大
正
2（
1
9
1
3
）年
2
月
の
山
口
線
小

郡
―
山
口
間
開
業
後
、山
口
線
は
大
正
6（
1

9
1
7
）年
に
篠し

の

目め

ま
で
、大
正
7（
1
9
1
8
）

年
に
徳
佐
ま
で
、大
正
11（
1
9
2
2
）年
に
津

和
野
ま
で
…
、と
延
伸
を
続
け
ま
す
。
そ
し
て

大
正
12（
1
9
2
3
）年
に
は
津
和
野
―
石
見

益
田（
現
益
田
）間
が
延
伸
さ
れ
、山
口
線
は
つ

い
に
全
線
開
通
に
至い

た

り
ま
し
た
。
以
後
、山
口

線
は「
陰い

ん

陽よ
う

連れ
ん

絡ら
く

線せ
ん

」と
し
て
活
躍
し
、小
郡
駅

（
現
新
山
口
駅
）は
、山
陽
本
線
と
、さ
ら
に
は

山
陽
新
幹
線
と
山
口
線
と
を
結
ぶ
重
要
な
拠
点

駅
と
な
り
ま
し
た
。

わ
ず
か
10
年
と
い
う
急
ピ
ッ
チ
で
成
し
遂と

げ
ら
れ
た
全
線
開
通
で
す
が
、そ
の
道
の
り
は

Ｊ
Ｒ
山
口
線
が
全
線
開
通
を
果
た
し
て
１
０
０
年
。そ
の
間
に
は
、小
郡
駅（
現
新
山
口
駅
）が

新
幹
線
の
停
車
駅
に
な
っ
た
り
、Ｓ
Ｌ
の
廃
止
と
復
活
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

JR Yamaguchi Line 

 History  2  

決
し
て
容よ

う

易い

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
は
、山
口
線
を
津
和
野
ま
で
延
伸
す
る
に
は
、

い
く
つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ

た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、仁に

保ほ

―
篠
目

間
の
木
戸
山
ト
ン
ネ
ル
で
は
工
事
中
に
崩ほ

う

落ら
く

事
故
が
発
生
。
作
業
員
56
人
が
埋ま

い

没ぼ
つ

し
、23
人

が
死し

亡ぼ
う

す
る
と
い
う
痛い

た

ま
し
い
出
来
事
で
し

た
。
現
在
、仁
保
―
篠
目
間
の
急

き
ゅ
う

勾こ
う

配ば
い

を
力
強

く
走
る
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
の
姿す

が
た

が
楽
し
め
る

の
は
、こ
の
時
代
の
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

な
の
で
す
。

全
国
で
相
次
ぐ
S
L
の
廃は

い

止し

。

昭
和
48
年
に
は

山
口
線
か
ら
も
そ
の
姿
を
消
す

昭
和
40
年
代
、鉄
道
の
近
代
化
・
合

理
化
、
電
化
政せ

い

策さ
く

に
伴と

も
な

い
、
蒸

じ
ょ
う

気き

機

関
車（
S
L
）は
全
国
各
地
で
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
廃
止
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
昭
和
48（
1
9
7
3
）
年

10
月
、つ
い
に
山
口
線
か
ら
も

そ
の
姿
を
消
す
こ
と
に
。
同
年

9
月
30
日
に
は
、小
郡
―
津
和

野
間
で
D
51
形
1
9
4
号
牽け

ん

引い
ん

の

「
S
L
さ
よ
な
ら
列
車
」が
運
転
さ
れ
、

「
も
う
一
度
、山
口
線
に
S
L
を
!
」

S
L
復
活
に
向
け
て
動
き
出
す

昭
和
53（
1
9
7
8
）年
、「
人
類
の
科
学
遺い

産さ
ん

と
し
て
、ま
た
、教
育
面
か
ら
も
S
L
を
復
活
さ

せ
た
い
」と
い
う
国
鉄
総そ

う

裁さ
い

の
新
春
挨あ

い

拶さ
つ

が
全
国

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、そ
れ
と
時
期
を
同

じ
く
し
て
、私し

鉄て
つ「

大
井
川
鉄
道
」が
S
L
復
活

運
転
を
始
め
て
注
目
を
集
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

過か

疎そ

化か

に
悩な

や

む
地ち

域い
き

や
観
光
地
へ
の
集
客
を
狙ね

ら

う
全
国
30
線
区
以
上
が
S
L
誘ゆ

う

致ち

に
名
乗
り
を

上
げ
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、山
口
線
も
そ
の
一
つ
。

山
口
県
観
光
連れ

ん

盟め
い

は
山
口
線
を
管か

ん

轄か
つ

す
る
広
島

鉄
道
管
理
局
に
S
L
誘
致
を
陳ち

ん

情じ
ょ
うし

た
の
で
す
。

地
域
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
り

山
口
線
の
S
L
復
活
が
決
定
!

昭
和
53（
1
9
7
8
）年
7
月
、
国
鉄
は
中

間
報
告
と
し
て
、
北
海
道
の
湧ゆ

う

網も
う

線
と
宮
崎

県
の
妻
線
、そ
し
て
、山
口
県
の
山
口
線
の
3

線
区
を
有
力
候こ

う

補ほ

に
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

す
。
広
島
鉄
道
管
理
局
は
す
ぐ
に
S
L
営
業
運

転
推す

い

進し
ん

委
員
会
を
設
置
し
、
本
格
的
に
始
動
。

国
鉄
総
裁
が
山
口
県
に
視し

察さ
つ

に
訪お

と
ず

れ
た
際
に

S
L
復
活
を
望
む
地
域
の
熱
い
想
い
を
伝
え

た
こ
と
も
あ
り
、同
年
12
月
に
は
山
口
線
で
の

S
L
復
活
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
54

（
1
9
7
9
）年
、
小
郡
―

津
和
野
間
で
C
57
型
1
号

の
牽
引
に
よ
る「
S
L
や

ま
ぐ
ち
号
」
の
運
転
が
開

始
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
し
て
2
0
2
3
年
、山
口
線
は

全
線
開
通
1
0
0
周
年
を
迎む

か

え
る

山
口
線
に
S
L
が
戻
っ
て
き
て
か
ら
早
44

年
、
山
口
線
が
全
線
開
通
を
果
た
し
て
か
ら

1
0
0
年
、現
在
、山
口
線
は
地
域
の
人
々
の

生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
や
輸
送
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、観
光
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
担に

な

う
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
通

系
I
C
カ
ー
ド
の
導
入
な
ど
、着
実
に
近
代
化

も
進
む
山
口
線
。
そ
の
活か

つ

躍や
く

は
こ
の
先
も
ま
だ

ま
だ
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

山口線からSLが姿を消した約2年後の昭和50（1975）
年3月、山陽新幹線の岡山―博多間開業に伴い、小
郡駅（現新山口駅）が新幹線の停車駅となりました。
実はこの時、国鉄から「山口」を含んだ駅名への変

へん

更
こう

が打
だ

診
しん

されました。実際に現在の駅名「新山口駅」に
なったのは、新幹線「のぞみ」の停車が決定した平成
15（2003）年のことでした。

【小郡が新幹線停車駅に】

【SL復活に必要だった条件】

【復活決定後の道のりも長かった！】

進む鉄道の近代化
。

なぜ山口線が選
ばれたの？？？

山
口
線
は
全
線
無む

煙え
ん

化か

を
果
た
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、D
51
形
1
9
4
号
は
、現
在
、津
和
野

駅
前
に
展て

ん

示じ

さ
れ
て
い
ま
す
。

SL誘致を望む自治体に対し、国鉄はいろ
んな条件を出していました。ここではそのう
ちのいくつかを紹介します。

国鉄からの条件
■ 新幹線の停車駅があること
■ SLが走る沿

えん

線
せん

に観光地があること
■ SLに必要な設備が残っていること
■ 機関士や検修員など経験者が
　機関区に在

ざい

籍
せき

していること
■ 沿線・地域住民の理解と協力が
　得られること  など

山口線には新幹線が停まる小郡駅（現新
山口駅）があり、SLを休ませたり、整備・
点検ができる施設が残っていました。また、
沿線には湯田温泉や船平山のスキー場、
津和野町の城下町などがあり、観光面に
おける魅

み

力
りょく

も十分。鉄道の利用を促
そく

進
しん

し
たい国鉄のお眼鏡にかなったのです。

SL誘致合戦を勝ち抜
ぬ

いた山口線ですが、
その後も「沿線住民の理解を得る」のに苦
戦。地元自治体や観光協会などの関係者
を中心に結成した「山口線SL運行対策
協議会」は、連日、住民に根気強く説明し
て回りました。また、周辺の安全チェックや
その対策にも追われたと言います。ほか、
山口線からSLが姿を消して5年半が経っ
ていたため、機関士も検修員も技術を取り
戻
もど

すための過
か

酷
こく

な研修と試験に臨
のぞ

みました。

開業当時の山口駅（提供：山口市歴史民俗資料館）

SLやまぐち号復活運転
（提供：山口市歴史民俗資料館）

小郡駅（現新山口駅）転車台
（提供：山口市小郡文化資料館）

SLやまぐち号復活運転
（提供：山口市歴史民俗資料館）

開業当時の湯田駅（提供：山口市歴史民俗資料館）

SLさよなら運転（提供：山口市小郡文化資料館）

D51形194号（提供：津和野町商工観光課）

山陽新幹線開通（提供：山口市歴史民俗資料館〈左〉・山口市小郡文化資料館〈右〉）

SL復活の裏には
多くの人の
協力や努力が
あったんじゃな…。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
正
2（
1
9
1
3
）年

5
月

鉄
道
院
が
山
口
建
設
事
務
所
を
開
設

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

大
正
12（
1
9
2
3
）年

4
月
1
日

津
和
野
―
石
見
益
田
間

が
延
伸
開
業
し
、

こ
れ
で
山
口
線
が
全
通

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

昭
和
33（
1
9
5
8
）年

3
月

小
郡
駅
駅
前
広
場
の

拡
張
工
事
が
完
成

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

昭
和
48（
1
9
7
3
）年

9
月
30
日

小
郡
―
津
和
野
間
で

「
S
L
さ
よ
な
ら
列
車
」

が
運
転

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

昭
和
50（
1
9
7
5
）年

3
月
10
日

小
郡
駅（
現
新
山
口
駅
）が
新
幹
線
停
車
駅
に

山
口
線
初
の
特
急「
お
き
」が
運
転
開
始

8
月
12
日

普
通
列
車
に
新
型
気
動
車
キ
ハ
47
系
を
投
入

12
月
26
日

国
鉄
本
社
の
役
員
会
で
、山
口
線
で
の
蒸
気

機
関
車
復
活
運
転
が
承

し
ょ
う

認に
ん

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

昭
和
54（
1
9
7
9
）年

8
月
1
日

S
L
や
ま
ぐ
ち
号
が
運
転
開
始

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

昭
和
62（
1
9
8
7
）年

4
月
1
日

J
R
西
日
本（
西
日
本
旅
客
鉄
道
）が
発
足

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
2（
1
9
9
0
）年

6
月
1
日

ワ
ン
マ
ン
運
転
を
開
始

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
7（
1
9
9
5
）年

3
月
25
日

S
L
や
ま
ぐ
ち
号
利
用
者
が

1
0
0
万
人
を
突と

っ

破ぱ

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
13（
2
0
0
1
）年

7
月
7
日

特
急「
ス
ー
パ
ー
お
き
」が
運
転
開
始

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
15（
2
0
0
3
）年

10
月
1
日

小
郡
駅
を
新
山
口
駅
に
改か

い

称し
ょ
う。

新
幹
線「
の
ぞ
み
」の
停
車
駅
に

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
16（
2
0
0
4
）年

3
月
13
日

新
山
口
―
山
口
間
で

快
速「
や
ま
ぐ
ち
ラ
イ
ナ
ー
」が
運
転
開
始

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
21（
2
0
0
9
）年

3
月
14
日

新
山
口
―
山
口
間
で
快
速「
通
勤
ラ
イ
ナ
ー
」

が
運
転
開
始
。「
や
ま
ぐ
ち
ラ
イ
ナ
ー
」を
廃
止

3
月
28
日

復
活
30
周
年
を
迎
え
た
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
の

出
発
式
を
新
山
口
駅
で
挙
行

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
5（
2
0
2
3
）年

山
口
線
全
線
開
通
1
0
0
周
年 山

口
か
ら
篠
目
、

三
谷
、徳
佐
、

津
和
野
と
延
伸
し
、

よ
う
や
く

全
線
開
通
へ
！

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

と
し
て
の
機
能
が

備
わ
り
ま
し
た
。

山
口
線
か
ら

S
L
が

姿
を
消
し
た
！

当
日
は

約
1
万
5
0
0
0
人
の

フ
ァ
ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
！

ここでちょっと裏
うら

話… そ
ん　
　
　
　

ざ
い

し
ゅ　
　
　
　
　
だ
ん

協議会」は、連日、住民に根気強く説明し
て回りました。また、周辺の安全チェックや
その対策にも追われたと言います。ほか、
山口線からSLが姿を消して5年半が経っ
ていたため、機関士も検修員も技術を取り

みました。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

備
わ
り
ま
し
た
。

山
口
線
か
ら

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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J
R

山
口
線

大
解か

い

剖ぼ
う

！

【 津和野駅転車台 】
津和野駅に到

とう

着
ちゃく

した「SLやまぐち号」の水
と石炭の補

ほ

給
きゅう

作業や方向転
てん

換
かん

のために
使われる転車台。津和野駅から益田方面
に向かって徒歩約5分の場所にあります。

【 徳佐駅駅舎 】
大正7（1918）年11月開業時の駅舎が
今も使われています。津和野延伸まで
の5年間は終着駅でした。

【 徳佐川橋
きょう

梁
りょう

】
大正11（1922）年に架

か

けられ
た、日本に三橋しか現

げん

存
ぞん

しない
貴
き

重
ちょう

なラチス桁
けた

橋です。公益
社団法人土木学会選奨近代
土木遺

い

産
さん

に認定されています。

【 篠目駅給水塔
とう

】
大正時代に建設されたと考えら
れる赤レンガ造りの給水塔と腕

うで

木
ぎ

式
しき

信号機が今も残ります。ち
なみに、篠目駅はTBS日曜劇

げき

場
じょう

「砂
すな

の器」のロケ地に使用さ
れたスポットとしても知られます。

【 宮野駅駅舎 】
大正6（1917）年に開業さ
れた当時の駅舎です。駅前
には、宮野駅開設を記念し
て植

しょく

栽
さい

されたカイヅカイブキ
があります。

【 清水橋梁 】
周防下郷駅と上郷駅の間にあ
る小さなアーチ橋。レンガと石を
組み合わせてつくられています。

【 レノファ山口応
おう

援
えん

駅 】
Jリーグ所属のレノファ山口FCのホームスタジアム
「維新みらいふスタジアム」の最寄り駅・大歳駅
は、レノファカラーのオレンジがあしらわれた「レノ
ファ山口応援駅」。駅前にはレノファ山口FCのマ
スコット「レノ丸」の可愛いポストも
立っています！

【 新山口駅転車台 】
新山口駅に今も残る転車台。最盛
期、小郡機関区には2基の転車台
がありました。

新
しん

山
やま

口
ぐち

周
す

防
おう

下
しも

郷
ごう

湯
ゆ

田
だ

温
おん

泉
せん

上
かみ

郷
ごう

大
おお

歳
とし

山口

宮
みや

野
の

篠
しの

目
め

仁
に

保
ほ

渡
わたり

川
がわ 三

み

谷
たに

名
な

草
ぐさ

徳
とく

佐
さ

地
じ

福
ふく

鍋
なべ

倉
くら

益
ます

田
だ

矢
や

原
ばら

仁
に

保
ほ

津
づ

長
ちょう

門
もん

峡
きょう

津
つ

和
わ

野
の

船
ふな

平
ひら

山
やま

上
かみ

山口

【 第一阿
あ

武
ぶ

川
がわ

橋梁（長門峡鉄橋）】
長門峡駅近くにある、阿武川にかかる鉄橋。
鉄道ファン、SLファンに人気のスポットです。

昭和36（1961）年に
「湯田駅」から
「湯田温泉駅」に
なったよ

開設時、
「山口日赤前駅」
という名

めい

称
しょう

も
候
こう

補
ほ

に挙がって
いたよ

J
R
西
日
本

初
の
特
急
！

ス
ー
パ
ー
お
き

新
山
口
か
ら
鳥
取
・
米
子
間
を
運

行
す
る「
ス
ー
パ
ー
お
き
」
は
、

J
R
西
日
本
初
の
新
型
気
動
車
特

急
と
し
て
平
成
13（
2
0
0
1
）年

7
月
に
デ
ビ
ュ
ー
。
山
口
県
で
は

唯ゆ
い

一い
つ

の
在
来
線
特
急
列
車
で
す
。

1
9
7
8
年
か
ら

現
役
で
走
り
続
け
る
キ
ハ
40
系

山
口
線
で
は
、
国
鉄
時
代
の
昭
和
53

（
1
9
7
8
）年
に
運
行
を
開
始
し
た

キ
ハ
40
系け

い

が
今
も
現げ

ん

役え
き

で
走
っ
て
い

ま
す
。
か
つ
て
こ
の
キ
ハ
40
系
は
、北

海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
各
地
の
非

電
化
路
線
で
普
通
列
車
と
し
て
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、現
在
は
新

世
代
の
ロ
ー
カ
ル
線
向
け
車
両
が
次
々

と
登
場
し
、そ
の
数
は
減
る
ば
か
り
…
。

と
こ
ろ
が
、山
口
線
で
は
キ
ハ
40
系
・

47
系
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
往
来
!

山
口
市
民
が
普ふ

段だ
ん

何
気
な
く
乗
っ
て

い
る
列
車
は
実
は
と
っ
て
も
貴
重
な

車
両
な
ん
で
す
!

S
L
運
行
を
支
え
た

貴
重
な
産
業
遺
産

旧き
ゅ
う

桂か
つ
ら

ヶが

谷た

に

貯ち

ょ

水す

い

池ち

堰え

ん

堤て

い

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
四
十
八
瀬
川

支
流
の
桂
ヶ
谷
川
に
築
か
れ
た
、れ
ん
が
造
り
の
小
さ

な
ダ
ム
。
堤
長
約
24
m
、堤
高
約
13
m
、堤
幅
約
3
m
、

表
面
石
積
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
堰
堤
で
、大
正

12（
1
9
2
3
）年
に
完
成
し
、昭
和
30（
1
9
5
5
）年

頃
ま
で
現
役
で
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
ダ
ム
、

山
口
市
の
鉄
道
交
通
の
発
達

を
支
え
た
影か

げ

の
立
役
者
。
こ

の
ダ
ム
の
お
か
げ
で
、S
L

運
行
に
必
要
不
可
欠
な
水

が
十
分
に
確
保
で
き
た
た

め
、鉄
道
の
重
要
拠
点
と
な

る
機
関
庫
を
旧
小
郡
駅
に
設

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

平
成
28（
2
0
1
6
）年
に
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
と

な
り
、貴
重
な
産
業
遺
産
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ココまで！
大正12（1923）年4月

ココまで！
大正11（1922）年8月

ココまで！
大正7（1918）年11月

ココまで！
大正6（1917）年7月

ココまで！
大正2（1913）年2月

J
R
山
口
線
に
は
開
通
当
時
の

駅
舎
や
給
水
塔と

う

な
ど

数
々
の
鉄
道
遺い

構こ
う

が
残
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
鉄
道
遺
構
と

山
口
線
に
ま
つ
わ
る
小
話
を

ご
紹し

ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

山口線小話 2

山口線小話 3

山口線小話 1

※青
あ お の や ま

野山駅から本
ほん

俣
また

賀
が

駅までは
　省略しています。

「山口日赤前駅」

に挙がって

昭和36（1961）年に
「湯田駅」から
「湯田温泉駅」に
なったよ

転車台がないと
SLは進む方向を
変えられないんだよ！
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山
口
線
S
L
運
行
対た

い

策さ
く

協
議
会

吉
永
昂
弘
さ
ん

山
口
線
沿え

ん

線せ
ん

の
の
ど
か
な
景
色
と
力
強

い
S
L
の
走
り
は
相
性
抜ば

つ

群ぐ
ん

!
仁
保

駅
付
近
の
急

き
ゅ
う

勾こ
う

配ば
い

で
の
フ
ル
走
行
と
、

船
平
山
駅
付
近
の
田
園
風
景
を
走
り
抜

け
る
姿す

が
たは

必
見
で
す
。
篠し

の
目め

駅
で
こ
だ

ま
す
る
美
し
い
汽
笛
に
も
ぜ
ひ
耳

を
傾か

た
むけ

て
み
て
く
だ
さ
い
!

一
の
坂
川

交
通
交
流
広
場

か
つ
て
軽
便
鉄
道
の
山
口
駅
が
あ
っ

た
場
所
に
つ
く
ら
れ
た
広
場
。
蒸

じ
ょ
う

気き

機
関
車
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
複
合

遊
具
や
案
内
板
が
設
置
さ
れ
、軽
便

鉄
道
の
歴
史
を

今
に
伝
え
て

い
ま
す
。

J
R
山
口
線
の
沿
線
に
は

楽
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
盛も

り
だ
く
さ
ん
！

気
に
な
る
駅
で
ふ
ら
り
と
下
車
し
、

ち
ょ
っ
と
足
を
伸の

ば
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
？

新
山
口

エ
リ
ア

津つ

和わ

野の

エ
リ
ア

仁に

保ほ

エ
リ
ア

阿あ

東と
う

エ
リ
ア

山
口・湯
田

エ
リ
ア

垂
すい

直
ちょく

の庭
フランス人の植物学者兼

けん
アーティストの

パトリック・ブラン氏がデザインを手がけ
た庭。新山口駅の南北自由通路の壁

へき
面
めん
約

100mにわたって設置され、山口県内で採
取した約140種類の植物が彩

いろど
られています。

船方農場CAFE新山口店
新山口駅の北口側2階に位置する、山
口市阿

あ
東
とう
徳佐にある船方農場直営の

カフェ。阿東の大自然で育った牛の
新
しん
鮮
せん
なミルクやチーズを使った自

じ
慢
まん

のグルメが味わえます。

営 10：00～19：00（LO 18：30）　
休 火曜　https://funakata.co.jp

船方農場の素材を使
う、自然のおいしさが
つまった「船方農場
ファームチーズケーキ」

山
口
線
沿え

ん

線せ
ん

の

お
す
す
め

ス
ポ
ッ
ト

JJ
R ス
ポ
ッ
ト

パークロード

山口県
けん
庁
ちょう
から中心商店街

をまっすぐにつなぐ緑豊
かな全長780mの道で、
秋は紅

こう
葉
よう
スポットとして

も人気です。建設省（現・
国土交通省）により制定
された「日本の道百選」
にも選出されています。

一の坂川
山口市の中心部を流れ、春は桜やツツジ、初
夏は国の天然記念物に指定されているゲン
ジボタルが舞

ま
う姿

すがた
を鑑

かん
賞
しょう
できる一の坂川。

山口市を代表する観光スポットの一つです。

道の駅 仁保の郷
さ と

地元で採れた新鮮な野菜やフルーツなどの直売所、
地元産の素材を使ったメニューが楽しめるレスト
ランが人気の道の駅。

住 山口県山口市仁保中
なか

郷
ごう

1034
営 8：30～17：00 休 水曜　問 083‒929‒0480
https://www.nihonosato.com

仁保一
い っ

貫
か ん

野
の

のふじ
「道の駅 仁保の郷」近くに自生するふじ。5月上

じょうじゅんごろ
旬頃に見

ごろを迎
むか
え、まるで薄

うすむらさき
紫のカーテンがかかったような圧

あっ

巻
かん
の光景が楽しめます。

住 山口県山口市仁保一貫野地区
問 083‒929‒0411（仁保地域交流センター）

長
ちょうもんきょう

門峡
山口県屈

くっ
指
し
の名勝。春は桜、夏は新緑、秋は紅葉、冬は雪景色

と四季折々の美しさが堪
たん
能
のう
できます。散

さん
策
さく
するなら、「道の駅 

長門峡」から整備された約5.1kmの遊歩道がおすすめ。

 山口県山口市阿東・萩市川上
083‒956‒2526（NPOあとう）
083‒955‒0777（道の駅 長門峡）

徳佐八
は ち

幡
ま ん

宮
ぐ う

しだれ桜
徳佐八幡宮参道の両側に、しだれ桜と
ソメイヨシノが合わせて約360本植
えられた西日本屈指の桜スポットで、
毎年多くの花見客が訪

おとず
れます。令和4

（2022）年3月に国の名勝に指定。

住 山口県山口市阿東徳佐中3761
問 083‒956‒2526（NPOあとう）

徳佐りんご狩
が

り
中国山地に抱

いだ
かれた阿東徳佐地区は、高

原の気候を生かしたりんご栽
さい
培
ばい
が盛

さか
ん。

鍋
なべ
倉
くら
駅から徒歩10分以内のエリアに、

20ヶ所の観光りんご園が点在します。

問 083‒956‒0553（徳佐りんご組合）
http://www.tokusa-ringo.net

いろんな
りんごグルメも
楽しめる!

太
た い

皷
こ

谷
だ に

稲
い な り

成神社
日本五大稲荷の一つに数えられる神社で、願望成

じょう
就
じゅ
の

「成」をとって「稲成」と表記します。参道にぎっしりと
並
なら
んだ朱

しゅ
塗
ぬ
りの鳥居は、その数なんと約1,000本! 境内

から望む津和野の町並みも必見です。

問 0856‒72‒0219（太皷谷稲成神社）
http://taikodani.jp

船方農場は
徳佐駅から
車で約5分!

維
い

新
し ん

みらいふ
スタジアム
Jリーグに所属するレノファ山口FCのホームスタジ
アム。収

しゅう
容
よう
人数は約2万人で、大型映

えい
像
ぞう
装
そう
置
ち
や雨天練

習場なども備えています。大
おお
歳
とし
駅から徒歩で約12分。

住 山口県山口市維新公園4丁目1番1号
問 083‒922‒2788
https://www.ishin100.com/

湯
ゆ

田
だ

温
お ん

泉
せ ん

駅前足湯&
ゆう太モニュメント
湯田温泉駅といえば、無料で楽しめる
足湯（入浴時間10：00～22：00）と白狐

きつね

「ゆう太」の巨
きょ
大
だい
モニュメント! 

湯田温泉観光回
か い

遊
ゆ う

拠
き ょ

点
て ん

施
し

設
せ つ

  
狐の足あと
湯田温泉や山口の情報を発信する観光回遊拠
点施設で、館内には山口ならではのグルメが
味わえるカフェや足湯、ギャラリースペースも。
湯田温泉観光ならまずはここから!

住 山口県山口市湯田温泉2‒1‒3
営 8：00～22：00
料 入館無料、足湯は大人200円・
　 小中学生100円　
休 なし　
問 083‒921‒8818
https://www.yuda-onsen.jp

殿
と の

町
ま ち

通
ど お

り
「山

さん
陰
いん
の小京都」といわれる津和野の

メインストリートで、藩
はん
校養老館跡

あと
や

郡役所跡など多くの史
し
跡
せき
が集中して

います。白
しら
壁
かべ
の土

ど
塀
べい
や掘

ほり
割
わり
を優

ゆう
雅
が
に泳

ぐ鯉
こい
を眺

なが
めながらの散策がおすすめ。

問 0856‒72‒1771（津和野町観光協会）
http://tsuwano-kanko.net

行ってみてん
！

山口の銘菓
「外郎」がのった
定番の人気メニュー
「外郎ミニパフェ」！

仁保の美しい水を
使った「雷

かみなりどうふ

豆腐」は
食べる価

か

値
ち

ありの
逸
いっ

品
ぴん

!

第17回屋上・壁面緑化
技術コンクールにて国
土交通大臣賞を受賞!

問 083‒934‒2773（山口市都市整備課）

 名物
グルメ
!

GOURMET

 名物
グルメ
!

GOURMET

 名物
グルメ
!

GOURMET

軽
便
鉄
道
に

触ふ

れ
よ
う
!

撮り
鉄
さん
に

聞いて
み
た
!

秘伝のタレを使った
“黒いいなりずし”や
源氏巻は土産に
ぴったり！

 名物
グルメ
!

GOURMET

https://www.c571.jp 
（SLやまぐち号公式ホームページ）

 名物
グルメ
!

GOURMET

新山口駅

新山口駅

長門峡駅

津和野駅

津和野駅

大歳駅

湯田温泉駅

湯田温泉駅

山口駅

山口駅

仁保駅

徳佐駅

鍋倉駅

仁保駅

山
口
駅

photo：木村雄司
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トピッ
クス

1
トピッ

クス

2

ア
ー
ト
の
ま
ち
、

山
口
市
。

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
に
ア
ー
ト
が
あ
ふ
れ
る
山
口
市
。

瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

五ご
じ
ゅ
う
の
と
う

重
塔
や
雪せ

っ

舟
し
ゅ
う

庭て
い

な
ど
の
歴
史
的
建
築
物
や
、

山
口
県
立
美
術
館
や
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が
な
ど

ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
施し

設せ
つ

が
数
多
く
点
在
し
ま
す
。

で
は
、な
ぜ
山
口
市
に
は
ア
ー
ト
の
土ど

壌
じ
ょ
う

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

と
も
に
そ
の
ル
ー
ツ
を
探さ

ぐ

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ナビゲーターは…

エムデ ミハエルさん

こんにちは！ ミハエルです。高校卒業までを
山口市で過ごし、現在はドイツのライプツィ
ヒ大学大学院で日本文化を研究しています。
山口市で大好きな場所は、小学生の頃

ころ

から
よく足を運んでいたYCAMです。YCAMで
いろんなアートにふれた経験は今の私の原
点です。今回は山口市のアートとYCAMの
魅
み

力
りょく

を皆
みな

さんにお伝えできれば幸せです。

山
口
市
は
ア
ー
ト
な
し
に
し
て
な
ら
ず
！？

山
口
線
が
登
場
す
る
作
品
や

山
口
線
を
愛
し
た
人
々
を
ご
紹

し
ょ
う

介か
い

。

山
口
線
は
交
通
手し

ゅ

段だ
ん

の
一
つ
と
し
て

暮く

ら
し
を
支
え
て
き
た
だ
け
で
な
く
、

数
々
の
文
化
も
育
ん
で
き
ま
し
た
。

山
口
線

ゆ
か
り
の

い
ろ
い
ろ
。

集
めてみ
ま
した
！

2
0
2
3
年
4
月
か
ら

湯
田
温
泉
駅
と
山
口
駅
で

I
C
O
C
A
の
利
用
が
可
能
に
！

2
0
2
3
年
4
月
1
日
よ
り
、J
R
山
陽
線
徳
山
〜
下
関

駅
間
、J
R
山
口
線
の
湯
田
温
泉
駅
、山
口
駅
に
お
い
て
、

「
I
C
O
C
A
」な
ど
交
通
系
I
C
カ
ー
ド
10
種
類
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
J
R
山
口
線

で
は
き
っ
ぷ
の
機
能
の
み
）。
あ
ら
か
じ
め

「
I
C
O
C
A
」に
お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
お

く
こ
と
で
、改
札
機
に
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
、

乗
車
区
間
の
運う

ん

賃ち
ん

を
自
動
的
に
精
算
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、「
I
C
O
C
A
」は
鉄

道
だ
け
で
な
く
チ
ャ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
電
子

マ
ネ
ー
で
、お
買
い
物
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
：
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

Ｊ
Ｒ
山
口
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
記
念
事
業

山
口
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
特
別
企き

画か
く

展

「
小
郡
黒く

ろ

鐵が
ね

黄
金
時
代
」

山
口
線
全
線
開
通
1
0
0
周
年
と
記
念
し

た
企
画
展
。
全ぜ

ん

盛せ
い

期き

の
小
郡
機
関
区
を
支
え

た
鉄
道
関
連
施
設
や
蒸
気
機
関
車
、S
L
や

ま
ぐ
ち
号
の
歴
史
な
ど
の
紹
介
す
る
ほ
か
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
周
遊
イ
ベ
ン
ト
も
実

施
予
定
で
す
。
旧
桂
ヶ
谷
貯
水
池
堰
堤
竣
工

1
0
0
年
、新
山
口
駅
へ
と
駅
名
改
称
20
年

の
節
目
の
年
に
ぴ
っ
た
り
な
見
ど
こ
ろ
満ま

ん

載さ
い

の
企
画
展
で
す
!

会
場
：
山
口
市
小
郡
文
化
資
料
館

住
所
：
山
口
県
山
口
市
小
郡
下
郷
6
0
9
番
地
3

電
話
：
0
8
3
-9
7
3
-7
0
7
1

会
期
：
2
0
2
3
年
9
月
16
日（
土
）〜
11
月
26
日（
日
）

開
館
時
間
：
9
時
〜
17
時（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜（
祝
日
・
振
替
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
平
日
）、年

末
年
始

入
館
料
：
無
料

長
編
推す

い

理り

小
説

山
口
線〝
貴き

婦ふ

人じ
ん

号
〞

1
9
8
1
年
に
発
表
さ
れ
た
J
R
山
口

線
が
舞ぶ

台た
い

の
鉄
道
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
。

1
9
9
6
年
に
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と

で
も
大
変
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の「
鉄
道
の
父
」

井
上
勝
〈
1
8
4
3
-1
9
1
0
〉

1
8
4
3
年
、萩は

ぎ

藩は
ん

士
の
井
上
家
の
子

と
し
て
生
ま
れ
た
井
上
勝
。
幕ば

く

末ま
つ

に
伊

藤
博
文
ら
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
へ
密み

っ

航こ
う

留
学
し
た
、い
わ
ゆ
る「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

の
一
人
で
す
。
留
学
中
に
鉱
山
や
鉄
道

に
つ
い
て
学
び
、帰
国
後
は
新
政
府
に

登
用
さ
れ
、初
代
鉄
道
頭
に
大
抜ば

っ

擢て
き

！

新
橋
―
横
浜
間
に
日
本
最
初
の
鉄
道

を
開
設
さ
せ
た
ほ
か
、日
本
の
鉄
道
の

発は
っ

展て
ん

に
力
を
尽つ

く
し
た
こ
と
か
ら「
鉄

道
の
父
」と
呼よ

ば
れ
て
い
ま
す
。

長
編
推
理
小
説

S
L
や
ま
ぐ
ち
号
殺
人
事
件

2
0
2
2
年
3
月
、
91
歳さ

い

で
逝せ

い

去き
ょ

し
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
作
家
、西
村
京
太
郎
氏
の
絶
筆
で
、同
年

8
月
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

山
口
市
が
誇ほ

こ

る
近
代
詩
人

中
原
中
也
〈
1
9
0
7
-1
9
3
7
〉

近
代
詩
人
・
中
原
中
也
は
山
口
市
に
軽
便
鉄
道
が
開
通
し

た
翌よ

く

年
、湯
田
温
泉
に
て
誕た

ん

生じ
ょ
う。

し
ば
ら
く
の
間
、山
口

市
を
離は

な

れ
て
い
ま
し
た
が
、山
口
線
が
開
通
し
た
翌
年
か

ら
生
家
に
戻も

ど

り
ま
す
。
後
に
京
都
か
ら
東
京
へ
と
移
り
住

み
ま
し
た
が
、帰
省
に
は
山
口
線
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
時
代
の
短
歌

に
旅
情
を
誘さ

そ

う
汽
笛

の
響ひ

び

き
が
歌
わ
れ
、

亡な

く
な
っ
た
父
親
を

回
想
す
る
際
に
も
汽

車
の
思
い
出
を
語
っ

て
い
ま
す
。

友
と
こ
ろ
ぶ
れ
ん
げ
田
に
風

そ
よ
吹
き
て

汽
車
の
汽
笛
の
遠
く
鳴
る
な
る

※
中
学
生
時
代
の
短
歌
よ
り

日
本
を
代
表
す
る

ア
ニ
メ
ー
タ
ー

大お
お

塚つ
か

康や
す

生お

〈
1
9
3
1
-2
0
2
1
〉

「
ル
パ
ン
三
世
」や「
未
来
少
年
コ
ナ
ン
」な
ど
の
作
画
監か

ん

督と
く

を
務
め
た
ア
ニ
メ
ー
タ
ー
大
塚
康
生
氏
は
、1
9
3
1

年
、島
根
県
生
ま
れ
の
山
口
県
育
ち
。
少
年
期
に
山
口
市

（
旧
小
郡
町
）や
島
根
県
津
和
野
町
で
描え

が

い
た
山
口
線
の

蒸
気
機
関
車
の
ス
ケ
ッ
チ
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

『山口線“貴婦人号
（エレガンス・トレイン）”』
草
そう

野
の

唯
ただ

雄
お

  光文社文庫

『
S
L
や
ま
ぐ
ち
号
殺
人
事
件
』

西
村
京
太
郎  

文
藝
春
秋

中原中也（中原中也記念館提供）

ゆ
か
り
の
作
品

ゆ
か
り
の
作
品

ゆ
か
り
の
ひ
と

ゆ
か
り
の
ひ
と

鉄
道
と
い
え
ば
…

写真・南正時

出
典
：
国
立
国
会
図
書
館「
近
代
日
本
人
の
肖
像
」

（https://w
w
w
.ndl.go.jp/portrait/

）
［左］昭和20年1月1日に津和野機関区で描かれたスケッ
チ。津和野機関区に配属されていた急行列車用機関車
（大正時代に作られた8620形）。
［右］大塚康生氏が少年時代に夢中になった機関車画から、
アニメ、模型の仕事まで紹介している一冊。『大塚康生画
集「ルパン三世」と車と機関車と』大塚康生  玄光社

ぼ
く

ふ

う
れ

さ
か

ね
む
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思
わ
ず

眠ね
む

っ
て
し
ま
っ
た
！

こ
こ
は
ど
こ
…
？

え
？

あ
れ
は
子
ど
も
の

頃こ
ろ

の
僕ぼ

く

…

あ
わ
わ
、ミ
ハ
エ
ル
少
年
、

「
お
じ
さ
ん
」だ
な
ん
て
…

少
年
よ
、

一
の
坂
川
周
辺
の

ま
ち
を
見
よ

き
れ
い
に
整
っ
て

お
る
だ
ろ
う

と
こ
ろ
で

な
ん
と
い
う
夢
…

で
も
確
か
に

大
内
文
化
こ
そ
が

山
口
の
ア
ー
ト
の

根こ
ん

源げ
ん

な
の
か
も
し
れ
な
い
…

大
内
義
隆
！？

お
い
、少
年
！

わ
し
を

知
っ
て
お
る
か
！

も
し
か
し
て

新
し
い
も
の
、珍め

ず
ら

し
い
も
の
、

美
し
い
も
の
が
大
好
き
で
、

山
口
に

京
の
都
や
外
国
か
ら

い
ろ
ん
な
芸
術
を

取
り
入
れ
た
、

あ
の

大
内
義
隆
さ
ん
で
す
か
！？

お
じ
さ
ん
は

だ
あ
れ
？

ク
リ
ス
マス
の

お
じ
さ
ん
だ
ね

そ
う
、わ
し
が

サ
ビ
エ
ル
と

友
だ
ち
に
な
っ
た
か
ら
、

山
口
市
は
日
本
の

ク
リ
ス
マス
発は

っ

祥し
ょ
うの

地
と
な
っ
た
ん
じ
ゃ

こ
れ
は
、

わ
し
が

京
の
ま
ち
を

イ
メ
ー
ジ
し
て

整
備
し
た
ん
じ
ゃお

ぬ
し
ら
は

誰だ
れ

な
ん
じ
ゃ
？

あ
、

僕
た
ち
は
…

大
おお

内
うち

弘
ひろ

世
よ

大
おお

内
うち

教
のり

弘
ひろ

大
おお

内
うち

盛見

わ
し
の

美
的
セ
ン
ス
が

山
口
市
民
に
脈
々
と

受
け
継つ

が
れ
て

お
る
ん
じ
ゃ
…

一の
坂
川
を

鴨か
も

川が
わ

に
見
立
て
て

い
る
ん
だ
ね
！

確
か
に
京
都
と

同
じ
よ
う
に

「
大
路
」や

「
小
路
」が

あ
る
！

そ
の
時
に
外
国
か
ら

い
ろ
ん
な
も
の
を

取
り
寄
せ
た
の
？

そ
の
通
り
！

山
口
の
ア
ー
ト
の

先せ
ん

駆く

者し
ゃ

は
わ
し
…

雪
舟
庭
と
い
う

ア
ー
ト
を
誕た

ん

生じ
ょ
う

さ
せ
た
の
は
わ
し
の
息
子

政
弘
じ
ゃ
！

全
部
が
お
ぬ
し
の

手て

柄が
ら

み
た
い
に
言
う
な
！

一
緒
に

山
口
市
の
ア
ー
ト
を

探
し
に
行
こ
う
よ

…
ま
あ
い
い
か

ミ
ハエ
ル
少
年
、

夢
の
中
か
ら

つ
い
て
き
ち
ゃっ
た
の
？

よ
し
！

山
口
市
に

息
づ
く
ア
ー
ト
を

探
し
に
行
こ
う
！

僕
た
ち
を

助
け
に

来
た
ん
じ
ゃ

な
い
ん
だ
…

私
が
兄
上
を

弔と
む
らう

た
め
に
建
て
た

香こ
う

積し
ゃ
く寺じ

五
重
塔

（
現
瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

五
重
塔
）

こ
そ
最
高
傑け

っ

作さ
く

！

あ
れ
こ
そ
が

山
口
を
代
表
す
る

ア
ー
ト
で
す
ぞ
！

そ
り
ゃ

知
ら
ん
！

わ
し
こ
そ
が

山
口
の

ア
ー
ト
の

先
駆
者
じ
ゃ
！

わ
、わ
し
は
日
本
で

い
ち
早
く
メ
ガ
ネ
を

か
け
た
男
じ
ゃ
！

サ
ビ
エ
ル
に

も
ら
っ
た
ん
じ
ゃ
！

※
諸
説
あ
り

山
口
の

ア
ー
ト
の
礎

い
し
ず
えを

築
い
た
の
は

大
内
氏
な
ん
で
す
ね
！？

そ
う
じ
ゃ
！

わ
し
は
雪せ

っ

舟し
ゅ
うを

山
口
に

呼
ん
で
、水す

い

墨ぼ
く

画が

を

学
ば
せ
た
ん

じ
ゃ
！

ち
ょっ
と
待
て
い
！

お
ぬ
し
、

わ
し
を

知
ら
ん
の
か
？

わ
し
は

大お
お

内う
ち

義よ
し

隆た
か

山
口
の
ア
ー
ト
の

基き

礎そ

を
築
い
た

張
本
人
じ
ゃ

※この物語は史実をもとにしたフィクションです。

※

※盛見…もりみ・もりはる・もりあきら
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歴
史
的
建
造
物
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
。

大
内
文
化
が
花
開
い
た
山
口
市
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
ト
が

集
結
し
た
ま
ち
。

国
宝

瑠る

璃り

光こ
う

寺じ

五ご

重じ
ゅ
う

塔の
と
う

応お
う

永え
い

の
乱ら

ん

で
戦
死
し
た
大
内
義よ

し

弘ひ
ろ

の
菩ぼ

提だ
い

を

弔と
む
らう

た
め
に
、弟
の
盛※見
が
嘉か

吉き
つ

2（
1
4
4

2
）年
に
香こ

う

積し
ゃ
く

寺じ

に
建
立
。
昭
和
27（
1
9
5

7
）年
に
国こ

く

宝ほ
う

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
高

さ
は
31.
2
m
で
、
屋
根
に
は
檜ひ

わ
だ
ぶ
き

皮
葺
と
い

う
日
本
古
来
の
伝
統
的
手
法
が
用
い
ら
れ
、

一
説
で
は
京
都
の
醍だ

い

醐ご

寺じ

、奈
良
の
法ほ

う

隆り
ゅ
う

寺じ

の
五
重
塔
と
並
ぶ
、日
本
三
名
塔
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
山
口
市
香
山
町
7
-1

料
無
料

（
瑠
璃
光
寺
資
料
館
の
み
有
料
）

問
0
8
3
-9
2
0
-4
1
1
1

（
山
口
市
文
化
財
保
護
課
）

山
口
県
政
資
料
館

（
旧
県
庁
舎
お
よ
び

旧
県
会
議
事
堂
）

大
正
2（
1
9
1
3
）年
に
起
工
、大
正
5（
1
9

1
6
）年
に
完
成
。
当
時
の
一
流
建
築
家
・
大お

お

熊く
ま

喜よ
し

邦く
に

氏
や
武
田
五
一
氏
ら
に
よ
り
設
計
さ
れ
ま

し
た
。
西
洋
の
近
代
的
な
建
築
様
式
と
東
洋
建

築
が
融ゆ

う

合ご
う

し
た
大
正
建
築
で
、近
代
建
築
の
展

開
を
考
え
る
う
え
で
、極
め
て
重
要
な
建
築
物

で
す
。
昭
和
59（
1
9
8
4
）年
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
山
口
市
滝
町
1
番
1
号

時
9
時
〜
16
時
30
分

休
月
曜
、祝
日
、年
末
年
始

※
5
月
5
日
と
11
月
3
日
は
開
館

問
0
8
3
-9
3
3
-2
2
1
0

（
山
口
県
庁
管
財
課
）

山
口
サ
ビ
エ
ル

記
念
聖
堂

ス
ペ
イ
ン
の
ハ
ビ
エ
ル
城
の
一
部
を
模も

し
た
旧
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
が
平
成
3

（
1
9
9
1
）年
に
焼
失
し
、そ
の
後
、7

年
の
歳さ

い

月げ
つ

を
か
け
、平
成
10（
1
9
9
8
）

年
に
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の
聖
堂
で

す
。
高
さ
53
m
の
2
本
の
塔と

う

と
建
物
全
体

を
覆お

お

う
三さ

ん

角か
く

錐す
い

の
屋
根
が
特
徴
の
近
代

的
な
デ
ザ
イ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

住
山
口
市
亀
山
町
4
-1

時
10
時
〜
17
時

問
0
8
3
-9
2
0
-1
5
4
9

http://w
w
w
.xavier.jp

山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー

（
Y
C
A
M
）

平
成
15（
2
0
0
3
）年
に
誕

生
し
た
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
の

一
人
、磯い

そ

崎ざ
き

新あ
ら
た

氏
が
設
計
を

手
が
け
た
周
辺
の
山
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

を
思
わ
せ
る
波
型
の
屋
根
が

特
徴
で
す
。

中な
か

原は
ら

中ち
ゅ
う

也や

記
念
館

山
口
市
が
誇ほ

こ

る
近
代
詩
人
・

中
原
中
也
の
記
念
館
。

中
也
の
生
家
跡
地
に
建
ち
、

平
成
10（
1
9
9
8
）年
に

「
公
共
建
築
1
0
0
選
」に

選
ば
れ
ま
し
た
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

ス
ペ
ー
ス
赤
れ
ん
が

大
正
7（
1
9
1
8
）年
に
建
て
ら
れ
た
旧
山
口

県
立
山
口
図
書
館
の
書
庫
。
図
書
館
移
転
後
、

長
ら
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、地

元
の
建
築
士
や
学
者
ら
で
な
る「
赤
れ
ん
が
の

会
」に
よ
る
保ほ

存ぞ
ん

運
動
で
平
成
4（
1
9
9
2
）

年
に
再
生
。
現
在
は
ホ
ー
ル
を
備
え
た
公
共

の
文
化
施し

設せ
つ

に
な
っ
て
お
り
、コ
ン
サ
ー
ト
や

展て
ん

覧ら
ん

会か
い

な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
山
口
市
中
河
原
町
5
-12

時
9
時
〜
17
時

休
月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、祝
日
の
翌
日
、

年
末
年
始

問
0
8
3
-9
2
8
-6
6
6
6

http://w
w
w
.akarenga.justhpbs.jp/

常じ
ょ
う

栄え
い

寺じ

庭
園

常
栄
寺
境
内
に
あ
る
日
本
庭
園
は
、
今
か
ら
約

5
0
0
年
前
の
室
町
時
代
中
頃
、大
内
政ま

さ

弘ひ
ろ

の
命

に
よ
り
、画
僧
・
雪
舟
が
当
時
の
妙
善
寺
に
築
庭

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
北
・
東
・
西
の
三
方
が
山さ

ん

畔ぱ
ん

で
囲
ま
れ
、中
央
に
池ち

泉せ
ん

、南
に
枯か

れ

山さ
ん

水す
い

を
配
し

た
そ
の
様
子
を
本
堂
か
ら
見
渡わ

た

す
と
、ま
る
で
山

水
画
の
よ
う
と
い
わ
れ
、大
正
15（
1
9
2
6
）年

に
国
の
史し

跡せ
き

お
よ
び
名め

い

勝し
ょ
うに

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
山
口
市
宮
野
下
2
0
0
1
-1

時
4
〜
10
月
8
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）、

11
〜
3
月
8
時
〜
16
時
30
分（
入
館
は
16
時
ま
で
）

料
大
人
3
0
0
円
、中
・
高
校
生
2
0
0
円

※
小
学
生
以
下
無
料
、障
害
者
手
帳
所
持
者
と

付
き
添
い
1
名
各
1
5
0
円

問
0
8
3
-9
2
2
-2
2
7
2（
常
栄
寺
）

http://sesshu.jp

龍り
ゅ
う

福ふ
く

寺じ

本ほ
ん

堂ど
う

龍
福
寺
は
、毛も

う

利り

隆た
か

元も
と

が
か
つ
て
の
主
君
・
大
内

義よ
し

隆た
か

の
菩
提
寺
と
し
て
、弘こ

う

治じ

3（
1
5
5
7
）

年
に
大
内
氏
館
跡
に
再
興
し
た
寺
で
す
が
、明

治
14（
1
8
8
1
）年
の
火
災
で
禅ぜ

ん

堂ど
う

と
山
門

を
残
し
焼
失
。
再
建
の
際
、大
内
氏
の
氏
寺
で

あ
っ
た
興こ

う

隆り
ゅ
う

寺じ

の
釈し

ゃ

迦か

堂
を
移
築
し
た
の
が

現
在
の
本
堂
で
す
。
室
町
時
代
に
建
立
さ
れ
た

大
建
築
か
ら
は
、大
内
氏
の
財
力
や
勢
力
が
う

か
が
え
ま
す
。
昭
和
29（
1
9
5
4
）年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
。

住
山
口
市
大
殿
大
路
1
1
9
番
地

問
0
8
3
-9
2
0
-4
1
1
1

　
　（
山
口
市
文
化
財
保
護
課
）

山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り

山
口
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト「
山
口
七
夕

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
」は
、祖
先
を
祀ま

つ

っ
た
大

内
氏
の
盆ぼ

ん

ち
ょ
う
ち
ん
が
、い
つ
し
か
庶し

ょ

民み
ん

の

間
に
広
ま
っ
た
と
伝
わ
る
幻げ

ん

想そ
う

的て
き

な
お
祭
り

で
す
。
毎
年
8
月
6
・
7
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

山
口
祇ぎ

園お
ん

祭ま
つ
り「

鷺さ
ぎ

の
舞ま

い

神
事
」

大
内
弘
世
が
京
よ
り
勧か

ん

請じ
ょ
うし

た
祇
園
社（
現
在

の
八
坂
神
社
）で
、室
町
時
代
か
ら
続
く
伝
統

奉ほ
う

納の
う

神
事
で
す
。
毎
年
、山
口
祇
園
祭
の
初
日

に
奉
納
さ
れ
、
山
口
県
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
内
塗

山
口
市
に
伝
わ
る
漆

う
る
し

工
芸
で
、京
に
憧あ

こ
が

れ
た

大
内
氏
が
、都
か
ら
漆
塗
り
職
人
を
山
口
市

に
呼
び
寄
せ
、漆し

っ

器き

を
作
ら
せ
た
の
が
始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
元（
1
9
8
9
）

年
に
経
済
産
業
大
臣
指
定
伝
統
工
芸
品
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

大
内
氏
が
残
し
た
も
の
は
建
造
物
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
技
や
風
習
も

受
け
継つ

が
れ
、山
口
市
の
ア
ー
ト
と
し

て
息
づ
い
て
い
ま
す
。県

庁
所
在
地
の
山
口
市
に
は
、

県
立
美
術
館
も
あ
り
ま
す
!

山
口
県
立
美
術
館

収し
ゅ
う

蔵ぞ
う

作
品
を
紹
介
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
に
加
え
、定
期
的
に
大だ

い

規き

模ぼ

な
企

画
展
を
開
催
す
る
な
ど
、県
の
文
化
・

芸
術
発
信
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て

い
る
美
術
館
。
桜
と
紅
葉
の
季
節
は
中

庭「
県
美
の
森
」も
一
見
の
価か

値ち

あ
り
。

住
山
口
市
亀
山
町
3
-1

時
9
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
ま
で
）

休
月
曜（
祝
日
・
休
日
の
場
合
は
開
館
）、

年
末
年
始
、展
示
替
期
間

問
0
8
3
-9
2
5
-7
7
8
8

https://w
w
w
.ym

a-w
eb.jp

京
の
高
い
文
化
や
情じ

ょ
う

緒ち
ょ

に
感か

ん

銘め
い

を
受
け
た
大お

お

内う
ち

弘ひ
ろ

世よ

が
、京
を
模も

し
た
ま
ち

づ
く
り
を
始
め
た
の
は
1
3
6
0
年
頃こ

ろ

の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

以い

降こ
う

、歴
代
当
主
も
ま
ち
づ
く
り
を
展て

ん

開か
い

し
、京
都
的
要
素
、大
陸
的
要
素
、

独
自
の
要
素
と
3
つ
の
要
素
を
併あ

わ

せ
持
つ
大
内
文
化
を
花
開
か
せ

ま
し
た
。
大
内
氏
か
ら
始
ま
っ
た「
ア
ー
ト
の
あ
る
風
土
」は
、

今
も
な
お
山
口
市
に
脈
々
と
受
け
継つ

が
れ
て
い
ま
す
。

山口市のアート Part 1大
内
氏
ゆ
か
り
の
文
化
財

こ
れ
も
大
内
氏
由
来
の
ア
ー
ト
!

山
口
市
の
近
代
・
現
代
建
築

山
口
市
内
に
は
大
内
氏
ゆ
か
り
の
文
化
財
が
点
在
！

豪ご
う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
大
内
文
化
を
反は

ん

映え
い

し
た

そ
の
規き

模ぼ

や
美
し
さ
な
ど
、見
ど
こ
ろ
満ま

ん

載さ
い

で
す
。

山
口
市
に
は
、

明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
に
建
て
ら
れ
た

特
徴
あ
る
建
築
物
も
た
く
さ
ん
。

思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
た
く
な
る

フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な

ま
ち
な
ん
で
す
！

雪舟は明に行った
初めての日本人画家
なんだって!

西洋建築では
見られない、
日本建築の
伝統的な
入
いり

母
も

屋
や

屋根が
特
とく

徴
ちょう

だね!

山口県屈
くっ

指
し

の
観光スポットとして
たくさんの人に
愛されているよ！

旧聖堂はサビエルが
山口を訪

おとず

れてから
400年を記念して
建てられたもの
だったんだって！

芸術・文化の小さな
発信拠

きょ

点
てん

として活
かつ

躍
やく

する
公共施設だよ！

焼失前の
山口サビエル

記念聖堂

旧県会議事堂

大内氏が持ち込んだ
いろんなアートは
令和を生きる
僕
ぼく

らにとっても
身近な存在だね!

次のページから
もっと詳しく
紹介するよ！

2024年は
開館30周年！
24ページで
紹介しているよ！

住 問 時 休

ART
MUSEUM

※盛見…もりみ・もりはる・もりあきら

大
内
氏
が
残
し
た
も
の
は
建
造
物
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
技
や
風
習
も

こ
れ
も
大
内
氏
由
来
の
ア
ー
ト
!

瑠お
う

山
口
サ
ビ
エ
ル

大内盛見

大内教弘

大内義隆

大内弘世
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メ
デ
ィ
ア・テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と

ア
ー
ト
が
生
む
ド
ッ
キ
ド
キ
の
世
界

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
、メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
用
い
た
新
し
い
表
現
を
探た

ん

究き
ゅ
うし

続
け
る
ア
ー

ト
セ
ン
タ
ー
。
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
通
信
技
術
、映え

い

像ぞ
う

な
ど
私わ

た
し

た
ち

の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
要
素「
メ
デ
ィ
ア
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
」と
、心
を
潤う

る
お

し
、人
生
を
豊
か
に

し
て
く
れ
る
要
素「
ア
ー
ト（
芸
術
）」と
を
結

び
つ
け
、こ
れ
ま
で
以
上
に
気
軽
に
楽
し
く
、

深
い
感
動
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
施し

設せ
つ

で
す
。

重
じ
ゅ
う

視し

し
て
い
る
の
は
、「
と
も
に
つ
く
り
、と

も
に
学
ぶ
」姿し

勢せ
い

。
そ
の
た
め
、Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
中

心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
々
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、作
品

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
制
作
し
て
い
る
の

が
大
き
な
特と

く

徴ち
ょ
うで

す
。

館
内
に
は
、展て

ん

示じ

空
間
の
ほ
か
映え

い

画が

館か
ん

や
図

書
館
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が

併へ
い

設せ
つ

さ
れ
、各
種
展て

ん

覧ら
ん

会か
い

や
公
演
、映
画
上
映
、

子
ど
も
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
多た

彩さ
い

な

イ
ベ
ン
ト
が
随ず

い

時じ

開か
い

催さ
い

。
つ
ま
り
、誰だ

れ

も
が
気

軽
に
ド
ッ
キ
ド
キ
の
先
進
的
な
ア
ー
ト
体
験
が

で
き
る
施
設
が
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
の
で
す
。

YCAMバイオリサーチ（2015～）
森などに入って採集した植物をDNA判定
によって同定し、実際に訪

おとず

れた場所の植
生をもちいた図

ず

鑑
かん

を作成するワークショッ
プ。写真は植物採集してきた葉を、試薬な
どを用いてDNA抽

ちゅう

出
しゅつ

している様子。

未来の山口の運動会（2015～）
運動会の競技をゼロから作ってみるハッ
カソンと、実際にでき上がった競技を多く
の参加者とともに遊ぶ運動会がセットに
なったイベント。映像やセンサーといった
技術も組み合わせて、その場に居る人が
だれでも楽しめる運動会が形作られる。

RADLOCAL（2014,2016）
ネットワークが社会に浸

しん

透
とう

した時代にお
いて、地方都市がどのような可能性に満
ちているのか考える、集中ワークショップ。
様々な地域社会をリードする情報発信の
エキスパートを育成するプロジェクト。

目的は、新しい未来を切り拓
ひら

くこと！
アートと社会を結ぶメディアの実験場
私たちを取り巻

ま

く社会では、メディア・テクノロ
ジーが目まぐるしいスピードで進化し、これにより
あらゆる局面で情報化が進み、その結果、コミュ
ニケーションのあり方も刻々と変化しています。
YCAMでは、市民やさまざまな分野の専

せん

門
もん

家
か

と
「ともにつくり、ともに学ぶ」ことで、メディア・テ
クノロジーとの適切な向き合い方、文化基

き

盤
ばん

とし
ての情報の可能性、さらには人間にとっての情
報の意味について探

たん

求
きゅう

し、その過程で生み出さ
れる表現や学びを世界に発信。これら一連の活
動を通じ、新しい未来を切り拓くための次世代
を担

にな

う人材の育成を目指しています。

「
見
た
こ
と
な
い
！
」

と
出
会
え
る
場
所

多
彩
な
ア
ー
ト
で
来
館
者
を
魅み

了り
ょ
う

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
で
は
、こ
れ
ま
で
20
年
間
、さ
ま

ざ
ま
な
作
品
を
制
作
・
発
表
、多
彩
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開か

い

催さ
い

し
、多
く
の
来
館
者
を
魅
了

し
て
き
ま
し
た
。
中
に
は
波
の
よ
う
に
う
ね
っ

た
床ゆ

か

の
広
場
の
随ず

い

所し
ょ

に
メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
用
い
た
仕し

掛か

け
が
埋う

め
込こ

ま
れ
た
作
品

「
コ
ロ
ガ
ル
公
園
」の
よ
う
に
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
、

国
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
も
の
も
。
Ｙ
Ｃ

Ａ
Ｍ
発
の
ア
ー
ト
は
、あ
ち
こ
ち
で
新
し
い
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
ま
す
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
が
止
ま
ら
な
い
！

山
口
市
の
ア
ー
ト
拠き

ょ

点て

ん

「
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
」。

「
山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー（
通つ

う

称し
ょ
う「

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
」）」
は
、
山
口
市
が
全
国
・

世
界
に
誇ほ

こ

る
先
進
的
・
個
性
的
、か
つ
親
し
み
や
す
い
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

今
年
で
20
周
年
を
迎む

か

え
た「
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
」が
、た
く
さ
ん
の
人
に
愛
さ
れ
る

理
由
を
探さ

ぐ

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山口市のアート Part 2

？

今年で
20周年を迎えた
YCAMの魅

み

力
りょく

を
おさらいしておこう！

YCAMってこんなとこ。

これまでのプロジェクト〈一例〉

山と調和するようにデザインされた、
波型の屋根が特徴的。建物の設計は磯崎新氏。

撮影：山中慎太郎（Qsyum!）

撮影：田邊アツシ

撮影：塩見浩介

波打った床と、照明や音
おん

響
きょう

装
そう

置
ち

などを組み合わせた公園型の展示プロジェクト「コロガル公園コモンズ」。
来場者は遊び方やルールを発明し、自分の責任で自由に遊べる。

さまざまな形で蓄
ちく

積
せき

したメディア・テクノロジーに
まつわる知識や経験を、山口の地

ち

域
いき

課
か

題
だい

や
資
し

源
げん

に結びつける取り組みを重視。
市民のものづくり活動を応

おう

援
えん

！

メディア・テクノロジーを用いた新しい表現と鑑
かん

賞
しょう

者
しゃ

をつなぎ、好
こう

奇
き

心
しん

や想像力を刺
し

激
げき

する
教育プログラムを制作・提

てい

供
きょう

。オリジ
ナルのワークショップも開発。

メディア・テクノロジーを応用したオリジナル
の作品を制作・発表。これまで国内外の

多くのアーティストや研究者、エンジ
ニアが関わってきました。

【YCAMの研究開発プロジェクト】

YCAMで展開される
研究開発プロジェクトでは、
「芸術表現」
「教育」
「コミュニティ」
の3つが重要と
されています。

芸術表現

教育

コミュニティ

いろんな事業を
展開して
いるんだね！

「360°図鑑」を
ぜひ見てみてね！

文
部
科
学
省
に
よ
る「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ

き
、山
口
市
の
小
・
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
が

配
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、山
口
市
教
育
委
員
会
が
学
校
教
育

に
お
け
る「
や
ま
ぐ
ち
子
ど
も
未
来
型
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
発
足
。
2
0
2
1
年
度
よ
り
、山
口
市
内
の
児
童
・
教
員
、

山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー﹇
Y
C
A
M
﹈と
共
に
、子
ど
も
た

ち
の
視
点
で
発
見
し
た
地
域
の
魅
力
を
ま
と
め
た
ウ
ェ
ブ

図
鑑「
3
6
0°
図
鑑
」の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
9
月
か
ら
生
雲
小
学
校
で「
3
6
0°  

図
鑑
」の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
。
2
0
2
2
年

11
月
、
そ
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、「
第

19
回
日
本
e
–
L
e
a
r
n
i
n
g
大
賞
」
に

て
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
!

2
0
2
2
年
6
月
か
ら
白
石
小
学
校
・
秋

穂
小
学
校
で
も「
3
6
0°
図
鑑
」を
作
成

し
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
度
は
全
て
の

市
立
小
学
校
で「
3
6
0°
図
鑑
」の
活
用

を
図
る
予
定
で
す
。

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
つ
い
て
調
べ
、

地
図
の
中
に
落
と
し
込
み
ま
す
。

自
分
た
ち
で
見
つ
け
た
地
域
の
情
報
を

詰つ

め
込
ん
だ
3
6
0°
図
鑑
に
つ
い
て
発
表
。

生雲小学校児童による学習発表
会の様子

小学生が活躍する
プロジェクトだよ！

ス
ク
ー
ル
構
想
」に
基
づ

き
、山
口
市
の
小
・
中
学
生
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
が

配
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、山
口
市
教
育
委
員
会
が
学
校
教
育

波打った床と、照明や音響装置などを組み合わせた公園型の展示プロジェクト「コロガル公園コモンズ」。
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YAMAGUCHI CIT Y ART MAP

山口市ではシェアサイクル実証事業を行っています。
山口市内各所に設置されたポートであれば、どこでも自転車をレンタ
ル＆返却することができるシェアサイクル。現在、サイクルポート32
箇所、自転車100台を配置しています。観光はもちろん、通勤やちょっ
としたショッピング、お出かけなどにぜひご利用ください！

【 利用料金 】
30円／15分（8時間未満 ※上限700円） ※クレジットカードまたはキャリア決済

〈利用例〉45分以上1時間未満の利用：120円、7時間の利用：700円、9時間の利用：850円

【 サポート窓口 】
ecobike株式会社  0120‒225‒313（受付時間7：00～21：00）

許
家
維
＋
張
碩
尹
＋
鄭
先
喻

浪
の
し
た
に
も
都
の
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ

砂さ

糖と
う

を
通
し
て
見
る
日
本
と
台た

い

湾わ
ん

の
近
代
の
記き

憶お
く

台
湾
を
拠き

ょ

点て
ん

に
活か

つ

躍や
く

す
る
許
家
維（
シ
ュ
ウ
・
ジ
ャ
ウ
ェ
イ
）、

張
碩
尹（
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
ン
ト
ン
）、鄭
先
喻（
チ
ェ
ン
・
シ
ェ
ン
ユ
ゥ
）

の
新
作
を
発
表
す
る
展て

ん

覧ら
ん

会
。

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
に
お
け
る
製
糖
産
業
を
起
点
に
、日
本
と

台
湾
の
関
係
や
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
の
記
憶
を
辿た

ど

る
作

品
を
共
同
で
制
作
。
台
湾
編
と
日
本
編
の
二
部
作
で
構
成
さ
れ
、

本
展
で
世
界
初
公
開
と
な
る
日
本
編
は
、か
つ
て
国
際
貿
易
と
し

て
繁は

ん

栄え
い

し
た
北
九
州
・
門
司
港
を
主
な
舞ぶ

台た
い

に
、人
形
浄じ

ょ
う

瑠る

璃り

と

V
R
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
、映え

い

像ぞ
う

と
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
か
ら
な
る
作
品
。

【
開
催
日
時
】
2
0
2
3
年
6
月
3
日（
土
）〜
9
月
3
日（
日
）

【
イ
ベ
ン
ト
休
止
日
】
火
曜（
火
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌よ

く

日
）

ス
ペ
キ
ュ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
有
用
性
を
探さ

ぐ

る

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
社
会
的
な
役や

く

割わ
り

を
再
考
す
る
た
め
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
展
覧
会
。

展
覧
会
場
は
図
書
館
を
模も

し
た
設
え
で
、社
会
変へ

ん

革か
く

の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
の
芸
術
表
現
と
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
持

つ
可
能
性
に
焦

し
ょ
う

点て
ん

を
当
て
た
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
集
積
。
来

場
者
は
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
を
通
じ
て
、ア
ー
ト
の
利
用
価か

値ち

に

つ
い
て
考
え
、推す

い

測そ
く

し
、実
験
を
行
う
。
会
期
中
に
は
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開か

い

催さ
い

。

【
開
催
日
時
】

2
0
2
3
年
10
月
28
日（
土
）〜
2
0
2
4
年
1
月
28
日（
日
）

【
イ
ベ
ン
ト
休
止
日
】

火
曜（
火
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

A
fternote

山
口
市
映
画
館
の
歴
史

山
口
市
内
の
映
画
館
の
歴
史
を
辿た

ど

る

山
口
市
に
お
け
る
映
画
館
の
歴
史
を
、市
民
の
記
憶
と

残
さ
れ
た
資
料
な
ど
の
記
録
を
通
じ
て
辿
る
展
覧
会
。

終
戦
直
後
か
ら
1
9
5
0
年
代
に
か
け
て
、山
口
市
内
に
存
在
し

た
10
館
以
上
も
の
映
画
館
の
歴
史
、そ
し
て
映
画
館
と
と
も
に
消

え
て
し
ま
っ
た
も
の
、現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
を
再
確か

く

認に
ん

す
る
ほ
か
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
志
村
信
裕
に
よ
る
映
画
館
に
ま

つ
わ
る
市
民
の
記
憶
を
紐ひ

も

解と

く
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
の
ほ
か
、

当
時
の
映
画
館
に
関
す
る
資
料
や
、貴き

重ち
ょ
うな

写
真
や
映
像
を
展
示
。

会
期
中
に
は
、山
口
ゆ
か
り
の
映
画
の
特
集
上
映
や
、映
画
の
歴

史
を
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
。

【
開
催
日
時
】

2
0
2
3
年
11
月
25
日（
土
）〜
2
0
2
4
年
3
月
17
日（
日
）

【
イ
ベ
ン
ト
休
止
日
】

火
曜（
火
曜
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

こ
れ
ま
で
Y
C
A
M
で
行
っ
て
き
た
地ち

域い
き

と
結
び
つ
い
た
事
業
を
引
き

継つ

ぎ
、地
元（
ロ
ー
カ
ル
）に
存そ

ん

在ざ
い

す
る
多
様
な
経
験
、文
脈
、営
み
な
ど
、

関
連
す
る
い
く
つ
も
の
渦
巻
き
に
創
造
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
、ア
ー
ト

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
視
点
か
ら
世
界（
グ
ロ
ー
バ
ル
）と
結
び
つ
け
て
、

よ
り
大
き
な
う
ね
り
に
変
え
て
い
こ
う
、と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
。
多た

彩さ
い

な

事
業
が
み
な
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
!

め
ぐ
っ
て
み
よ
う
！

山
口
市

ア
ー
ト
m
a
p

山口市のアート Part 3

本ほ
ん

誌し

で
紹し

ょ
う

介か
い

し
た

山
口
市
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
を

マ
ッ
プ
に
落
と
し
込こ

ん
で
み
ま
し
た
！

山
口
市
の
ア
ー
ト
探た

ん

訪ぼ
う

に

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

開館20周年記念事業テーマ

 「Axis of Experience
̶創

そう

造
ぞう

の渦
うず

巻
ま

き」

YCAMの20周年記念事業もチェック！

シェアサイクルで
めぐるのもいいね！

記念事業が
盛りだくさん！

シェアサイクル情報

山口駅

湯田温泉駅

山
口
大
学
↓

防
府
↓

←小郡

仁保→

椹 野 川

J R 山 口 線

一

の

坂

川

上山口駅
宮野駅

常栄寺庭園

国宝 瑠璃光寺五重塔
山口県政資料館

山口県立
美術館

〒

〒 山口情報芸術センター
［YCAM］

中原中也記念館

狐の足あと

湯田温泉
観光案内所

（仮称）湯田温泉パーク
 2025年オープン予定

山口サビエル
記念聖堂

山口市菜香亭

龍福寺

護国神社

山口県立大学
グラウンド側
交差点

寺内公園

史跡大内氏遺跡
駐車場

山口県立
図書館
駐輪場

香山公園前
観光案内所
駐輪場

今八幡宮

山口赤十字病院

十朋亭維新館

山口ふるさと伝承
総合センター

山口県庁前 バス停

一の坂
交通交流
広場

山口大神宮

山口市役所 駐輪場

山口井筒屋

山口駅 
駐輪場山口駅

西交差点 
駐輪場

山口市
教育委員会
駐輪場

山口県労働者福祉
文化中央会館

ニューメディア
プラザ山口
駐輪場

ファミリーマート
山口泉都町店

サンフレッシュ山口
駐輪場

ホテル
ニュータナカ

防長苑

コープやまぐち
こことどうもん店
駐輪場

新町商店街
（千歳橋）

山口市民会館前
交差点

山口高等学校

済生会山口総合病院

熊野神社

松田屋ホテル

井上公園

湯田温泉駅 駐輪場

湯田中学校

NTT

山口市歴史民俗資料館

クリエイティブ・
スペース
赤れんが

山口県立山口博物館

パ
ー
ク
ロ
ー
ド

サイクルポートは
こちらをチェック！
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1日に2,000トン！

豊富な湯量を誇
ほこ

る天然温泉

湯田温泉の湯の
一番の特

とく

徴
ちょう

はなんと言って

もその豊富な湯
量。1日に湧

わ

き出る天然温泉

は2,000トンと言われて
います。無色透

とう

明
めい

で

アルカリ性が高
く、肌

はだ

によくなじむや
わら

かい泉
せん

質
しつ

で、「美
び

肌
はだ

の湯」としても人
気です。

【泉質】アルカリ
性単

たん

純
じゅん

温泉、無色透明

【泉温】7つの源
げん

泉
せん

の最高温度は72度

【効能】神経痛
つう

、筋肉痛、関節痛
、五十肩

かた

、運動麻
ま

痺
ひ

、

関節のこわばり
、うちみ、くじき

、慢
まん

性
せい

消化

器病、ぢ疾
しつ

、冷え性、病後回
復期、疲

ひ

労
ろう

回復、

健康増進など

湯
田
温

お

ん

泉
せ

ん

の

﹁
実
は
○
○
﹂な

お
話
。 お

ん

せ

ん

現
在
、湯
田
温
泉
で
は

新
た
な
観
光
地
域
づ
く
り
の
拠き

ょ

点て
ん

で
あ
る

「（
仮か

称し
ょ
う

）湯
田
温
泉
パ
ー
ク
」の
2
0
2
5
年

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
整
備
が
進
行
中
。

こ
れ
か
ら
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

湯
田
温
泉
を
も
っ
と
も
っ
と
楽
し
む
た
め
に
、

「
湯
田
温
泉
の『
実
は
○
○
』な
お
話
」を

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

西村正伸さん
明治36（1906）年創

そう

業
ぎょう

の老
し に せ

舗旅
館「湯田温泉西村屋」（2017年
に惜

お

しまれつつ閉
へい

館
かん

）の元社
長。山口市湯田温泉生まれ、
湯田温泉育ち。

白し
ろ

狐
ぎ
つ
ね

が
温お

ん

泉せ
ん

を
発
見
！？

湯
田
温
泉
は
、白
ギ
ツ
ネ
が
浸つ

か
っ
て
ケ
ガ
を

癒い
や

し
て
い
た
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の「
白
狐
伝
説
」に
ち
な
み
、湯

田
温
泉
の
ま
ち
の
至い

た

る
と
こ
ろ
に
、い
ろ
ん

な
キ
ツ
ネ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
で
も
湯
田
温
泉
駅
前
に
立
つ
高

さ
8
m
の
真
っ
白
な
キ
ツ
ネ
の
像
は
見
も
の
。

「
ゆ
う
太
」の
愛あ

い

称し
ょ
うで

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

﹁
錦

に
し
き

川が
わ

通
り
﹂
に
は

本
当
に
川
が
流
れ
て
い
た
！

湯
田
温
泉
の
メ
イ
ン
通
り
か
ら
一
本
北
側
に
あ
る「
錦
川

通
り
」。
現
在
は
通
り
の
ど
こ
に
も
川
は
見
当
た
り
ま
せ

ん
が
、か
つ
て
は「
錦
川
」と
い
う
川
が
実
際
に
流
れ
て

い
ま
し
た
。
錦
川
は
一
年
に
何
度
も
氾は

ん

濫ら
ん

を
起
こ
し
、そ

の
度
に
住
民
や
宿

し
ゅ
く

泊は
く

客
を
困こ

ま

ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

実じ
っ

施し

さ
れ
た
の
が
、地
下
に
水
路
を
設
け
る
暗あ

ん

渠き
ょ

工
事
で

し
た
。
工
事
は
昭
和
44（
1
9
6
9
）年
に
完か

ん

了り
ょ
うし

、人
々

は
氾
濫
に
困
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、い
ま
だ
に

錦
川
の
流
れ
る
風
景
を
懐な

つ

か
し
む
人
が
多
く
い
ま
す
。

最さ
い

盛せ
い

期き

に
は
1
4
0
人
も
の

芸げ
い

妓ぎ

さ
ん
が
い
た
！

昭
和
38（
1
9
6
3
）年
、
最
盛
期
に
は
1
4
0
人
の
芸

妓
※
さ
ん
が
湯
田
温
泉
を
賑に

ぎ

や
か
し
て
く
れ
て
い
た
そ

う
。
し
か
し
、慰い

安あ
ん

旅
行
ブ
ー
ム
が
消
え
去
る
と
、昭
和
57

（
1
9
8
2
）年
に
湯
田
検
番
※
は
解
散
。
そ
の
後
、30
人
で

自
主
営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
巻ま

き
返
す
こ
と
が
で
き

ず
、平
成
7（
1
9
9
5
）年
に
廃は

い

業ぎ
ょ
うと

な
り
ま
し
た
。
最

後
に
残
っ
た
芸
妓
さ
ん
は
わ
ず
か
6
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

※「
芸
妓
」…
宴
席
で
歌
や
踊お

ど
り
を
披ひ

露ろ
う

し
、客
を
も
て
な
す
女
性

※「
検
番
」…
芸
妓
さ
ん
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
す
る
事
務
所

多
い
時
に
は
両
側
に
20
数
軒け

ん

の

旅
館
が
並な

ら

ん
で
い
た
！

湯
田
温
泉
の
元
湯
通
り
に
は
、か
つ
て
両
側
に
20
数
軒
の
旅

館
が
並
び
、湯
田
温
泉
の
中
で
最
も
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
奥お

く

に
は
、昭
和
33（
1
9
5
8
）年
に
法ほ

う

律り
つ

が
施し

行こ
う

さ
れ
る
ま
で
、色
町（
芸
者
屋
）が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

サ
ー
カ
ス
団
の
ゾ
ウ
が

川
に
落
っ
こ
ち
た
！

明
治
に
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
日
本
の
サ
ー
カ

ス
。
大
正
時
代
に
は
山
口
で
も
公
演
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、民み

ん

衆し
ゅ
うを

楽
し
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
、

そ
の
様
子
が
山
口
の
昭
和
の
風
景
を
描え

が

き
続
け

た
水す

い

彩さ
い

画
家
・
徳
見
七
郎
氏
の
作
品
に
も
残
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
湯
田
温
泉
で
は
現
在
の

中
央
公
園
の
あ
る
場
所
が
会
場
と
な
っ
て
い
た

そ
う
で
、サ
ー
カ
ス
に
ま
つ
わ
る
逸い

つ

話わ

も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、サ
ー
カ
ス
団
の
ゾ
ウ
が
錦
川
に

落
っ
こ
ち
た
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
大
正
5
・
6

（
1
9
1
6
・
1
9
1
7
）年
の
頃こ

ろ

の
出
来
事
と
い

い
、湯
田
温
泉
の
ま
ち
が
大お

お

騒そ
う

動ど
う

に
な
っ
た
と

面
白
お
か
し
く
語
り
継つ

が
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

鉄
道
が

走
っ
て
い
た
！

明
治
41（
1
9
0
8
）年
10
月
か
ら

大
正
2（
1
9
1
3
）年
2
月
ま
で

の
4
年
あ
ま
り
、湯
田
温
泉
に
は
鉄

道
が
走
っ
て
い
ま
し
た
。
幅は

ば

の
狭せ

ま

い

線
路
に
小
型
機
関
車
を
走
ら
せ
る

軽
便
鉄
道
で
、湯
田
駅
は
現
在
の
松

田
屋
ホ
テ
ル
の
辺
り
に
あ
り
ま
し
た
。

▼
詳し

ょ
う

細さ
い

は
P
2
〜
5
に
て

父から私、私から次世代へ
伝えたい「実は○○なお話」。
父から昔の湯田温泉についてよく話を聞いたものです。
特に印象的だったのは、サーカスのゾウが川に落っこち
た話。父はまだ小学生だったそうです。もう一つは錦川
の暗渠工事の話です。暗渠工事で人々は安全・安心な暮

く

らしを手に入れましたが、それと同時に湯田温泉街の風
情ある景色を失ってしまいました。実は、その景色を取
り戻

もど

そうと、みんなで色々話し合ったこともありました。
まだ私

わたし

が若
わか

かった頃のお話です。結局その夢は叶
かな

いませ
んでしたが…。湯田温泉は時代とともに変化し、老舗と
呼
よ

ばれる旅館の多くは姿
すがた

を消しました。水野旅館、湯別
当野原、西村屋…、山口市にお
住まいのご年配の方々はまだ
覚えていらっしゃるかと思い
ます。湯田温泉のまちを歩く
際、ぜひ「実は○○なお話」を
思い出してください。湯田温
泉がもっと楽しめるはずです！

其の

1其の

2

其の

3

其の

4

其の

5

其の

6

教えてくれたのはこのお方

知
っ
ち
ょ
る
？

湯田温泉

DATA

【湯田温泉のマスコット】
ゆう子ちゃん  ゆう太くん

ⓒyuda spa

湯田温泉が湧き出る様子が
見学できる温泉舎（ゆのや）

湯田温泉街には足湯や手湯、飲泉場が点在！

【右】かつて湯田温泉街を流れていた錦川
湯田温泉街（絵葉書）（提供：山口市歴史民俗資料館）

【左】現在の様子

現在の元湯通り

かつての元湯通り（提供：湯田温泉旅館協同組合）

完成予想図

「（仮称）湯田温泉パーク」の
活用方法を考える
ミーティングの様子

（提供：湯田温泉旅館協同組合）

ゾウが転落したと伝わる橋
（提供：湯田温泉旅館協同組合）

徳見七郎氏水彩画（提供：山口市歴史民俗資料館）

一年に何度も起きていた錦川の氾濫
（提供：湯田温泉旅館協同組合）

（提供：湯田温泉旅館協同組合）（提供：山口市歴史民俗資料館）

着物姿の芸妓さんが
たくさんいたよ！

すっかり
違う風景に！
今は飲食店や
駐車場があるよ

きっとゾウさんも
びっくりしたはず！

2025年、湯田温泉に
観光地域づくりの拠点が誕生！！
山口市は、2025年のオープンに向け、「あそびば、
まなびば、たまりば」を活用コンセプトにした「（仮
称）湯田温泉パーク」の整備を進めています。あら
ゆる世代の市民や観光客が自由に利用でき、心身
の増進を図れる場とするこの施設には、全天候型
の大屋根広場をはじめとする「交流機能」、浴室や
貸切風

ぶ

呂
ろ

を有する「温浴・健康機能」、飲食機能の3
つの機能ほか、芝

しば

生
ふ

広場や屋外テラスなどを備え、
湯田温泉のさらなる活性化を目指します。現在、
オープンに向けて、湯田温泉ではさまざまな取り
組みが行われており、今後はプレイベントの実施
なども予定されています。これからの湯田温泉に
ぜひご期待ください!
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建築の世界でも
一目置かれる記念館
2024年2月、山口市湯田温泉にある「中原中
也記念館」が開館30周年を迎えます。中也
の生家跡

あと

地に建てられたこの記念館は、「詩
人のための建築」を目指して設計され、中也が
被
かぶ

っていた帽
ぼう

子
し

をイメージした「中也記念室」
などがあり、1998年に「公共建築百選」に選
出、2022年には日本建築家協会「JIA25年

賞」（25年以上の長きに
わたり建築の存

そん

在
ざい

価
か

値
ち

を発
はっ

揮
き

し美
うつく

しく維
い

持
じ

され
地
ち

域
いき

社会に貢
こう

献
けん

した建
築）を受賞しました。

中也の世界に触
ふ

れられる
常設展

てん

示
じ

&企
き

画
かく

展
てん

中原中也記念館では、中也の詩業や生
しょう

涯
がい

を
辿
たど

ることができる常設展示のほか、何度訪
おとず

れ
ても新たな中也の世界に触れることができるよ
う、年数回の展示替

か

えをしています。

 【2023年4月以降の展示予定】

■ テーマ展示「詩集『山羊の歌』」
（～2024年2月12日）
■ 企画展Ⅰ「中原中也と関東大震

しん

災
さい

」
（～2023年7月23日）
■ 特別企画展「草野心平と中原中也」
（2023年7月27日～10月1日）
■ 企画展Ⅱ「中也と短歌」
（2023年10月4日～2024年4月14日）

2024年2月、
中原中

ちゅう

也
や

記念館が
開館30周年を迎

むか

えます。

山口の幕
ばく

末
まつ

が学べる
十

じっ

朋
ぽう

亭
てい

維
い

新
しん

館
かん

が
2023年9月に開館5周年！

常栄寺所有の絵画が
国の重要文化財に

指定へ

明治維新の扉
とびら

を開いた山口の歴史にふれる
幕末歴史ミュージアム「十朋亭維新館」が、
2023年9月に開館5周年を迎えます。
「十朋亭維新館」は、幕末に長州藩

はん

士
し

の宿所
となった史

し

跡
せき

「十朋亭」や、吉田松
しょう

陰
いん

の兄・杉
民
みん

治
じ

が私
し

塾
じゅく

を開いたとされる「杉私塾」、萬
ばん

代
だい

家
け

の主屋、展示室とガイダンスゾーンを有する
本館で構成される施設。本館展示室では、萬
代家から寄

き

贈
ぞう

された資料や、プロジェクション
マッピングによる映

えい

像
ぞう

等で、山口の幕末・明治
維新を楽しく学ぶこともできます。
今年は開館5周年を祝した記念展および記念
企画も開催。この機会にぜひ訪れ、山口の幕
末に触れてみてください。

2022年11月18日に開催された国の文化審
しん

議
ぎ

会において、山口市の常栄寺が所有する2
つの絵画を国の重要文化財（絵画）に指定す
るよう文部科学大臣に答申されました。指定さ
れた場合、山口市の国指定重要文化財（絵
画）は計8件となります。

 ［お問い合わせ先］
山口市教育委員会文化財保護課
☎ 083‒920‒4111

［企画展示］
■ 十朋亭維新館開館５周年記念展
　木戸孝允生誕190年
　大道行くべし～桂小五郎から木戸孝允へ～
　（2023年9月13日～12月25日）
■ コレクションが語る
　萬代家と山口の歴史
　（2023年12月27日～2024年3月31日）

中也ファンが集う
多
た

彩
さい

なイベントも魅
み

力
りょく

展示以外にも、年間をとおして各種イベントを
実施しています。中でも、中也の生

せい

誕
たん

日4月29
日に開

かい

催
さい

される「空の下の朗
ろう

読会」は、詩の朗
読を好んだ中也にならい、一

いっ

般
ぱん

の方々に自作
や愛読の詩を朗読いただく生誕祭で、全国の
中也ファンに知られています。また、オンライン・
イベントとして、Twitterで動画投

とう

稿
こう

する「中也
web朗読会」も好評です。ほか、中也の命日
10月22日の前後には、墓前祭を含

ふく

む追
つい

悼
とう

イベ
ントを開催しています。毎月第4金曜日に開催
する「中原中也を読む会」は、気軽におしゃべ
りしながら、テーマに沿

そ

った中也の詩などを学
芸員とともに読み込

こ

んでいく会で、その実
じっ

施
し

回
数は220回を超

こ

えています。

中也のふるさと山口市の
子どもたちのために
中原中也記念館では、若

わか

い世代に「詩」の魅
力、中也の詩の世界観をつなぐため、2015年度
から18歳

さい

以下の入館料を無料にしています。ま
た、中也のふるさと山口市の小・中学生が「詩」
に触れ、「中原中也」を知る機会をつくるため、

詩のコンクールを2016年度に創
そう

設
せつ

。第7回まで
の応

おう

募
ぼ

総数は約1,300篇
へん

にもなりました。
開館30周年記念事業として、中也の詩を教
材等で活用できるよう、デジタル版の中学生向
け副読本「中也読本」を制作する予定です。

多
た

彩
さい

なオリジナルグッズ
記念館やオンラインショップで各種グッズを販

はん

売
ばい

しており、毎年、新作のオリジナルグッズも
展開。来館記念やお土産、中也ファン必

ひっ

須
す

の
アイテムとして多くの方から愛されています。ま
た、LINEクリエーターズスタンプである24種類
の「中也くんスタンプ」も販売中です。
湯田温泉にある酒店や飲食店などでは、中也
をモチーフにしたビールや日本酒の販売、カ
フェメニューなどがあり、散

さん

策
さく

しながら記念館の
余
よ

韻
いん

に浸
ひた

ることができます。開館30周年を迎
える中原中也記念館と中也が育った湯田温
泉のまちなみを堪

たん

能
のう

しに、足を運んでみてはい
かがでしょう。

祝開館30周年  

祝開館5周年！

国指定重要文化財へ！

中原中也29歳の頃

 ［お問い合わせ先］
中原中也記念館
☎ 083‒932‒6430
https://chuyakan.jp/
関連ページ▶P12.17

絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

雪
せっ

舟
しゅう

等
とう

楊
よう

像
ぞう

〈雲
うん

谷
こく

等
とう

益
えき

筆
ひつ

〉
室町時代の画僧・雪舟の肖

しょう

像
ぞう

画
が

で、江戸時代初期
の萩

はぎ

藩
はん

絵師・雲
うん

谷
こく

等
とう

益
えき

（1591～1644）の代表作と
して知られる。使用印から、等益晩

ばん

年
ねん

の作とみられ、
等益が次男・等

とう

爾
じ

（1615～1671）に付
ふ

与
よ

し、等益
没
ぼつ

後
ご

に等爾が大徳寺185世・玉
ぎょく

舟
しゅう

宗
そう

璠
ばん

（1600～
1668）の賛

さん

を得た可能性が指
し

摘
てき

される。雪舟末流
として江戸時代を通じ独特の存在感を示し続けた
雲谷派にとって、画

が

祖
そ

・雪舟の肖像画には特別な
意味があったはずで、本作はその一

いっ

端
たん

を示す好資
料としても高く評価される。（江戸時代・17世紀）
※文化庁資料より引用

絹
けん

本
ぽん

著
ちゃく

色
しょく

惟
い

松
しょう

円
えん

融
ゆう

像
ぞう

〈雲
うん

谷
こく

等
とう

顔
がん

筆
ひつ

〉
常栄寺3世・惟松円融（?~1614）の肖像画で、そ
の晩年に弟子の法

ほう

雲
うん

恵
え

藤
とう

に与えられたもの。左
下の印と様式から、毛利輝元に仕えた雲谷派の
祖・雲谷等顔（1547~1618）の作であることも判
明する。堂 と々した形態把握と気迫を感じさせるや
や陰鬱な表情に、きらびやかな彩色とがあいまって
独特な存在感を示す優品で、雪舟風の重厚な墨
画で著名な等顔が、着色画においても本格的な
技術と個性的な作風を持っていたことを示す代表
作として高く評価される。（桃山時代・17世紀）
※文化庁資料より引用

 ［お問い合わせ先］
十朋亭維新館
☎ 083‒902 ‒1688
https://jippotei-ishinkan.jp
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山口市は、
レノファ山口FCの
ホームタウン！
山口市では、スポーツを通じたまちづくりを進めています。
本市をホームタウンとする山口県初のプロサッカークラブ
「レノファ山口 FC」を応援してください。

レノファ

節 開催日 KICK OFF 対戦相手
第 1 節 2月18日（土） 14：00 大宮アルディージャ
第 2 節 2月26日（日） 13：15 ジュビロ磐田
第 4 節 3月11日（土） 14：00 ロアッソ熊本
第 6 節 3月26日（日） 14：00 藤枝MYFC

第 8 節 4月 8日（土） 14：00 栃木SC

第10節 4月16日（日） 14：00 清水エスパレス
第13節 5月 3日（水・祝）14：00 ジェフユナイテッド千葉
第15節 5月13日（土） 13：15 徳島ヴォルティス
第17節 5月21日（日） 14：00 東京ヴェルディ
第19節 6月 3日（土） 14：00 Ｖ・ファーレン長崎
第21節 6月18日（日） 14：00 ベガルタ仙台
第24節 7月 5日（水） 19：00 モンテディオ山形
第26節 7月15日（土） 19：00 いわきFC

第27節 7月22日（土） 19：00 ブラウブリッツ秋田
第29節 8月 6日（日） 19：00 大分トリニータ
第32節 8月26日（土） 19：00 ヴァンフォーレ甲府
第33節 9月 3日（日） 未定 水戸ホーリーホック
第36節 9月23日（土・祝） 未定 ザスパクサツ群馬
第39節 10月22日（日） 未定 ファジアーノ岡山
第41節 11月 5日（日） 未定 FC町田ゼルビア

2023明治安田生命J2リーグ試合日程表
山口市でのホームゲーム（維新みらいふスタジアム開催日）

※2023年3月1日現在、山口市で開催が決定している試合のみ掲載。
　最新情報は、レノファ山口FCのホームページでご確認ください。

座席種別 前売 当日
VIP席（指定） － －
MS席（指定） 3,600 4,100

MA席（指定）
一般 3,100 3,600
学生 2,000 2,500

MB席（自由）
一般 2,500 3,000
学生 1,500 2,000

Mミックス席（自由）
一般 2,200 2,700
学生 1,200 1,700

バック席（自由）
一般 2,000 2,500
学生 1,000 1,500

ホームゴール裏席（自由）
一般 1,600 2,100
学生 800 1,300

アウェイゴール裏席（自由）
一般 1,600 2,100
学生 800 1,300

価格表（円・税込）

ご当地
シャレン
選手

ご当地
シャレン
選手

2

10

22

9

31

8

15

33

21

7

14

3226

17

6

5

28

24

1

4

3

19

20

47

16

18

41

11 13

DF

MF

DF

FW

GK

MF

DF

MF

GK

MF

DF

FWFW

GK

MF

DF

MF

FW

GK

MF

DF

MF

FW

DF

MF

FW

DF

MF FW

高
た か

橋
は し

秀
ひ で

典
の り

池
い け

上
が み

丈
じょう

二
じ

生
い

駒
こ ま

仁
じ ん

皆
み な

川
が わ

佑
ゆ う

介
す け

寺
て ら

門
か ど

陸
り く

佐
さ

藤
と う

謙
け ん

介
す け

前
ま え

貴
た か

之
ゆ き

山
や ま

瀬
せ

功
こ う

治
じ

関
せ き

憲
け ん

太
た

郎
ろ う

石
い し

川
か わ

啓
ひ ろ

人
と

沼
ぬ ま

田
た

圭
け い

悟
ご

五
い が ら し

十嵐 太
た い

陽
よ う

野
の

寄
よ り

和
か ず

哉
や

吉
よ し

満
み つ

大
だ い

介
す け

矢
や

島
じ ま

慎
し ん

也
や

松
ま つ

本
も と

大
だ い

輔
す け

小
こ

林
ばやし

成
せ い

豪
ご う

梅
う め

木
き

翼
つばさ

チェ ヒョンチャン

ヘナン

松
ま つ

橋
は し

優
ゆ

安
あ ん

河
か わ

野
の

孝
こ う

汰
た

上
う え

本
も と

銀
ぎ ん

太
た

神
か み

垣
が き

陸
り く

吉
よ し

岡
お か

雅
ま さ

和
か ず

高
た か

木
ぎ

大
だ い

輔
す け

国
く に

本
も と

玲
れ

央
お

田
た

中
な か

稔
と し

也
や

大
お お

槻
つ き

周
しゅう

平
へ い

2023シーズン

※2023年3月1日現在の登録選手
選手名鑑

P L AY E R  D I R E C T O RY 2 0 2 3

GK（ゴールキーパー）  MF（ミッドフィルダー）
DF（ディフェンダー）    FW（フォワード）

2023 スローガン

【 ご当地シャレン選手 】 レノファ山口FCの選手が担当制で県・市町ごとのPRや応援などの社会連携（シャレン）活動を行います。レノファ山口FCの選手が担当制で県・市町ごとのPRや応援などの社会連携（シャレン）活動を行います。
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「ふるさと納税」で山口市を応援してください！

4億4,432万6,982円（1万9,843件）

令 和 3 年 度 の 寄 附 額

みなさまからお寄せいただいた貴重な寄附金は、以下の6つの中から寄附をされた方が選ばれた使い道に活用しています。
全国各地の方から多くのご寄附をいただき、誠にありがとうございました。

令和3年度ふるさとやまぐち寄附金の使い道

山口の個性を高め暮らしを楽しむ
「文化・スポーツ・観光なら山口」のまちづくり

産業活力・地域雇用を創出する
「教育・子育てなら山口」のまちづくり

将来を担う子どもたちを育む
「教育・子育てなら山口」のまちづくり

快適な住環境を整備する
「安全安心」のまちづくり

生涯にわたって元気に暮らす
「健康長寿」のまちづくり

まちづくり全体への支援

文化・芸術・スポーツなど本市の地域資
源を活用し、市民の豊かな感性や創造
性を育む事業に役立てました。

◀山口ゆめ回廊博覧会の開催

企業誘致の強化、起業創業支援、中小
企業への経営改善や事業承継支援など、
地場産業の振興をはじめとした地域雇
用創出の強化等に活用しました。

◀山口市産業交流拠点施設のグランドオープン

未来を担う子どもたちが健やかに育つ
よう、子育て・教育環境の整備等に活用
しました。

◀待機児童ゼロに向けた取り組み

自然災害に備えた施設の計画的な整備
や改修を進めると同時に、日常生活の
安心を高める救急体制の強化、公共空
間のバリアフリー化など、安全安心の
住環境に向けた取組に活用しました。

◀浸水対策として雨水貯留施設等を整備

生涯にわたり元気でいきいきと暮らす
ことができるよう、高齢社会に対応し
た福祉サービスの充実や地域における
高齢者の支え合い体制の整備等に活用
しました。

◀地域医療体制の充実

1～5のまちづくりの他、山口市に「住
んでみたい、住み続けたい」と思って
いただけるような事業に活用しました。

◀総合支所及び地域交流センターの整備

1

2

3

4

5

6

3,288件

1,222件

6,993件

1,024件

1,134件

6,182件

7,729万2,000円

2,992万7,000円

1億5,229万4,000円

1,841万 1,000円

2,384万6,000円

1億4,255万6,982円

「ふるさとやまぐち寄附金」に
ご協力いただいた方には、
お礼の品をお送りしています。
山口市自慢の農林水産品、銘菓、工芸品など
300点以上の中からお好きなものをお選びいただけます。

お礼の品や申込方法など「ふるさとやまぐち寄附金」について、
詳しくは「彩都山口」のホームページでご覧いただけます。

https://sight-yamaguchi.jp/furusatonozei/

ふるさとやまぐち寄附金

お問い合わせ先　
山口市商工振興部ふるさと産業振興課
☎083‒934‒2941　fax 083‒934‒2650
E-mail info@sight-yamaguchi.jp

湯田温泉日本酒「山頭火」あいおえび阿知須牛

湯田温泉の泉源
からくみ上げた
100％の
ピュアミストも
あります！

ふるさ
と

納 税
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